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蘭
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本
稿
は
、
主
と
し
て
盆
供
や
祖
先
救
済
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
き
た
盂
蘭
盆
会
の
行
事
内
容
を
再
検
討
し
、
飛
鳥
奈
良
時
代
に
お
け
る
当
該
仏
事

の
史
的
展
開
を
改
め
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
中
双
方
の
史
料
に
照
ら
せ
ば
、
盂
蘭
盆
会
は
『
盂
蘭
盆
経
』
を
講
じ
る
法
会
だ
っ
た
。
ま
た
、

同
経
説
を
確
認
す
る
と
、
救
済
対
象
の
「
七
世
父
母
」
は
過
去
世
で
の
実
の
両
親
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
点
、
盂
蘭
盆
会
は
祖
先
観
念
と
は
異
質
の
親

孝
行
の
仏
事
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
盂
蘭
盆
会
が
日
本
で
開
始
さ
れ
た
の
は
斉
明
朝
で
あ
り
、
王
権
主
導
の
盂
蘭
盆
経
講
の
導
入
に
よ
っ
て
、
本
来
は
僧
尼

へ
礼
を
表
現
す
る
た
め
の
儀
礼
で
あ
っ
た
推
古
朝
以
来
の
七
月
十
五
日
設
斎
が
盂
蘭
盆
会
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
盂
蘭
盆
会
は
普
及
の
初
期
か

ら
在
京
仏
事
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
以
後
遷
都
の
た
び
に
継
承
さ
れ
た
。
特
に
奈
良
時
代
の
在
京
大
寺
の
盂
蘭
盆
会
は
、
王
権
か
ら
講
経
用
資

財
と
盆
供
と
を
優
遇
さ
れ
る
特
権
に
与
っ
て
い
た
。	

�

史
林　

一
〇
八
巻
四
号　

二
〇
二
五
年
七
月

序

　

盂
蘭
盆
会
と
は
、『
盂
蘭
盆
経
』
に
基
づ
き
、
安
居
最
終
日
で
あ
る
自
恣
の
日
、
つ
ま
り
七
月
十
五
日
に
仏
僧
へ
供
食
す
る
行
事
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
利
益
と
し
て
「
七
世
父
母
」
を
餓
鬼
苦
か
ら
救
う
こ
と
を
願
う
点
、
祖
先
信
仰
と
結
合
し
た
習
俗
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
に

お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
最
初
例
は
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
四
年
（
六
〇
六
）
四
月
壬
辰
条
に
み
え
る
「
七
月
十
五
日
設
斎
」
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
三
点
か
ら
な
る
盂
蘭
盆
会
理
解
は
竹
田
聴
洲
に
よ
り
提
示
さ
れ
、
以
後
こ
の
竹
田
説
は
、
推
古
朝
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
を
法
興
寺
中

①
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心
に
各
氏
寺
で
行
わ
れ
た
祖
先
追
善
の
国
家
的
行
事
と
み
な
す
上
川
通
夫
説
、
盂
蘭
盆
会
の
願
意
と
し
て
氏
族
の
祖
先
に
対
す
る
報
恩
を
措
定

し
、
そ
れ
と
臣
下
の
君
主
に
対
す
る
報
恩
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
中
林
隆
之
説
、
そ
し
て
飛
鳥
時
代
の
盂
蘭
盆
会
を
祖
霊
供
養
に
よ
る
君
臣
統
合

の
場
と
み
な
す
古
市
晃
説
な
ど
に
よ
り
、
七
世
紀
の
王
権
に
関
す
る
議
論
に
も
拡
張
さ
れ
つ
つ
現
在
で
も
通
説
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
特
に

古
市
説
は
関
係
諸
仏
典
に
も
言
及
す
る
こ
と
で
方
法
を
深
化
さ
せ
た
。
ま
た
、
近
年
に
は
内
田
敦
士
が
供
食
行
事
と
し
て
盂
蘭
盆
会
を
捉
え
る

観
点
か
ら
日
中
の
比
較
研
究
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
竹
田
以
来
の
こ
れ
ら
学
説
が
盂
蘭
盆
会
を
十
全
に
説
明
す
る
も
の
と
は
考
え
な
い
。

　

第
一
に
、
盂
蘭
盆
会
の
内
容
は
な
に
も
経
の
説
く
供
食
、
つ
ま
り
盆
供
に
限
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
五
年

（
六
五
九
）
七
月
庚
寅
条
か
ら
『
盂
蘭
盆
経
』
の
講
説
が
知
ら
れ
、
奥
野
義
雄
は
こ
れ
と
古
記
録
と
に
よ
り
、
古
代
以
来
の
盂
蘭
盆
経
講
が
中

世
で
は
盆
供
と
並
ぶ
盂
蘭
盆
習
俗
の
主
軸
だ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
寺
の
盆
行
事
を
盂
蘭
盆
会
と
解
し
た
奥
野
は
、
そ
の
要
素
と
し
て
盆
供
と

共
に
講
経
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、
盆
供
偏
重
の
盂
蘭
盆
会
理
解
に
修
正
を
迫
る
重
要
な
学
説
で

あ
る
。
ま
た
、
盂
蘭
盆
経
講
の
際
に
経
説
の
大
綱
を
示
す
た
め
『
日
本
霊
異
記
』
説
話
が
使
用
さ
れ
た
と
す
る
中
村
史
説
も
、
盂
蘭
盆
会
の
理

解
自
体
は
通
説
同
様
だ
が
講
経
に
着
目
し
た
研
究
で
あ
り
、
内
田
自
身
も
盂
蘭
盆
会
に
お
け
る
講
経
の
存
在
は
別
途
確
認
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、「
七
世
父
母
」
を
祖
先
と
解
す
る
こ
と
に
実
は
問
題
が
あ
る
。
趙
青
山
に
よ
れ
ば
、
こ
の
語
は
輪
廻
転
生
の
論
理
に
基
づ
く
言
葉

だ
と
い
う
。
つ
ま
り
「
七
世
」
は
世
代
の
意
味
で
は
な
く
、
過
現
未
の
仏
教
的
世
界
観
に
お
け
る
転
世
の
生
涯
を
指
す
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
疑
念
な
く
云
々
さ
れ
る
盂
蘭
盆
会
と
祖
先
観
念
と
の
繋
が
り
が
実
は
本
来
的
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
の
重
大
な
問
題

を
提
起
す
る
の
で
あ
っ
て
、
今
一
度
、
対
立
す
る
二
説
の
論
拠
を
確
か
め
、
そ
の
成
否
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
古
市
説
の
史
料
解
釈
に
も
幾
つ
か
の
疑
義
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
再
検
討
し
た
い
。

　

最
後
の
問
題
と
し
て
、
七
月
十
五
日
と
い
う
日
付
と
「
設
斎
」、
つ
ま
り
供
食
と
い
う
内
容
だ
け
で
は
、『
盂
蘭
盆
経
』
由
来
の
儀
礼
で
あ
る

の
か
自
明
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
辛
嶋
静
志
の
論
証
に
よ
れ
ば
、
自
恣
の
日
の
仏
僧
へ
の
供
食
は
古
代
イ
ン
ド
以
来
の
慣
習
で
あ

り
、
盆
供
も
元
は
と
言
え
ば
こ
の
習
俗
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
盂
蘭
盆
会
の
要
素
と
し
て
盆
供
の
み
な
ら
ず
盂
蘭
盆
経
講
も
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考
え
う
る
と
い
う
第
一
の
問
題
点
と
合
わ
せ
て
も
、
日
本
最
初
の
盂
蘭
盆
会
が
推
古
紀
設
斎
で
あ
る
か
は
再
考
を
要
す
る
。

　

こ
う
し
た
日
本
史
学
以
外
の
分
野
も
含
め
た
現
在
の
研
究
状
況
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
盂
蘭
盆
会
の
基
本
的
理
解
と
し
て
凡
そ
継
承
さ
れ
て

き
た
竹
田
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
根
本
か
ら
疑
う
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
不
安
な
土
台
に
立
脚
し
た
王
権
論
的

評
価
を
含
め
た
通
説
か
ら
は
離
れ
て
、
改
め
て
盂
蘭
盆
会
を
考
え
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
そ
も
そ
も
竹
田
説
以
後
の
上
川
・
中

林
・
古
市
ら
の
各
説
は
、
い
ず
れ
も
七
世
紀
の
王
権
秩
序
な
い
し
そ
の
論
理
を
仏
教
か
ら
考
え
る
際
の
一
つ
の
素
材
と
し
て
盂
蘭
盆
会
を
扱
う

の
で
あ
り
、
確
か
に
同
法
会
を
論
じ
る
文
脈
が
拡
大
し
た
点
は
重
要
だ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
盂
蘭
盆
会
の
性
格
が
些
か
抽
象
的
に
規
定
さ
れ

て
き
た
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、
古
瀬
奈
津
子
に
よ
る
盂
蘭
盆
行
事
の
専
論
も
あ
り
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
主
眼
は
平
安
時
代
中
後
期
に
あ
り
、

前
代
に
つ
い
て
は
史
料
紹
介
的
記
述
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
状
況
と
し
て
七
世
紀
以
後
の
同
法
会
の
様
相
や
展
開
そ
れ
自
体
が
解
明
さ
れ
て
い
る

と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
。
改
め
て
、
関
連
諸
史
料
を
可
能
な
限
り
精
査
す
る
こ
と
で
、
飛
鳥
奈
良
時
代
の
盂
蘭
盆
会
の
歴
史
を
正
確
に
把
握

す
る
と
共
に
、
同
仏
事
を
当
該
時
代
史
に
お
い
て
論
じ
る
際
に
位
置
づ
け
る
べ
き
文
脈
が
王
権
や
氏
族
に
関
す
る
議
論
の
他
に
も
想
定
し
得
な

い
の
か
、
検
討
す
る
こ
と
も
ま
た
必
要
と
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
先
ず
、
既
に
学
術
用
語
と
化
し
た
「
盂
蘭
盆
会
」
と
い
う
語
を
今
一
度
史
料
上
の
用
法
に
立
ち
返
り
検
討
し
、
そ
も
そ
も
盂

蘭
盆
会
と
は
如
何
な
る
仏
事
で
あ
る
か
を
確
か
め
る
。
次
い
で
飛
鳥
奈
良
時
代
の
盂
蘭
盆
会
の
願
意
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
の
前
史
と
な
る
推
古

紀
「
四
月
八
日
七
月
十
五
日
設
斎
」
恒
例
化
の
意
義
を
改
め
て
考
え
、
当
該
設
斎
が
後
に
盂
蘭
盆
会
に
転
じ
る
様
を
捉
え
直
す
。
そ
し
て
最
後

に
は
、
盂
蘭
盆
会
に
要
し
た
費
用
を
供
物
以
外
も
視
野
に
入
れ
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
飛
鳥
奈
良
時
代
の
同
法
会
の
一
具
体
相
と
し
て
、
宮
都

の
時
代
に
相
応
し
い
特
権
的
な
盂
蘭
盆
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

竹
田
聴
洲
「
盂
蘭
盆
会
の
本
邦
移
修
」（
同
『
竹
田
聴
洲
著
作
集
第
七
巻　

葬

史
と
宗
史
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
五
〇
年
）、「
七
世
父
母

攷
─
日
本
仏
教
受
容
と
祖
先
信
仰
─
」（
同
『
竹
田
聴
洲
著
作
集
第
七
巻　

葬
史

と
宗
史
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
五
〇
年
）。

上
川
通
夫
「
ヤ
マ
ト
国
家
時
代
の
仏
教
」（
同
『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』、

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）。
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中
林
隆
之
「
護
国
法
会
の
史
的
展
開
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
四
五
、
一
九
九
四

年
）、「
古
代
国
家
の
形
成
と
仏
教
導
入
」（
同
『
日
本
古
代
国
家
の
仏
教
編
成
』、

塙
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）。
以
下
中
林
の
所
説
は
こ
れ
ら
、
特
に
後
者
に
拠
る
。

古
市
晃
「
四
月
・
七
月
斎
会
の
史
的
意
義
」（
同
『
日
本
古
代
王
権
の
支
配
論

理
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。
以
下
、
古
市
の
所
説
は
全

て
当
該
論
文
に
拠
る
。

内
田
敦
士
「
宮
都
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
日
中
比
較
」（
堀
裕
・
三
上
喜
孝
・

吉
田
歓
編
『
東
ア
ジ
ア
の
王
宮
・
王
都
と
仏
教
』、
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
）。

奥
野
義
雄
「
中
世
公
家
の
盂
蘭
盆
習
俗
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）」（『
奈
良
県

立
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
』
十
一
、
一
九
八
六
年
）、「
中
世
公
家
の
盂
蘭
盆
習
俗

を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
二
）
─
中
世
公
家
・
武
家
社
会
の
盂
蘭
盆
習
俗
の
諸
相
を
中

心
に
─
」（『
文
化
財
学
報
』
十
二
、
一
九
九
四
年
）。
但
し
、
同
「
盂
蘭
盆
以
前

の
祖
先
祭
祀
習
俗
に
つ
い
て
」（『
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
』
十
三
、
一

九
九
三
年
）
で
は
、
推
古
紀
の
両
節
日
設
斎
を
盂
蘭
盆
会
と
し
て
お
り
、
奥
野
一

九
九
四
年
論
文
で
も
、
盂
蘭
盆
習
俗
の
初
見
を
『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
三
年
七

月
辛
丑
条
に
改
め
て
求
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
推
古
紀
設
斎
を
引
い
て
盂
蘭
盆

を
営
ん
で
い
た
と
解
し
て
い
る
。
な
お
、
奧
野
は
基
本
的
に
「
盂
蘭
盆
習
俗
」
と

い
う
語
を
用
い
て
お
り
、「
盂
蘭
盆
会
」
と
指
示
さ
れ
る
の
は
概
し
て
寺
で
の
盆

行
事
で
あ
る
こ
と
は
特
に
一
九
八
六
年
論
文
か
ら
知
ら
れ
る
。

中
村
史
「『
日
本
霊
異
記
』
不
孝
子
説
話
と
盂
蘭
盆
会
─
上
巻
第
二
十
三
縁
を

中
心
と
し
て
─
」（『
立
命
館
文
学
』
五
二
六
、
一
九
九
二
年
）。
以
下
、
中
村
の

所
説
は
全
て
当
該
論
文
に
拠
る
。

内
田
敦
士
「
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
灌
仏
会
・
盂
蘭
盆
会
関
係
経
典
」（
宮
﨑

健
司
編
『
正
倉
院
文
書
を
考
え
る
』、
法
蔵
館
、
二
〇
二
四
年
）。

趙
青
山
「
従
敦
煌
写
経
題
記
所
記
“七
世
父
母
”観
看
仏
教
文
化
対
中
土
文
化

的
影
響
」（『
蘭
州
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
三
七
─
六
、
二
〇
〇
九
年
）。
以

下
、
趙
の
所
説
は
全
て
当
該
論
文
に
拠
る
。

な
お
、「
設
斎
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』（
東

京
書
籍
、
二
〇
〇
一
年
）
の
「
せ
っ
さ
い
」
の
項
、
お
よ
び
大
谷
光
照
『
唐
代
の

仏
教
儀
礼
』（
有
光
社
、
一
九
三
七
年
）
参
照
。

辛
嶋
静
志
「T

he M
eaning of Y

ulanpen

盂
蘭
盆
─
“Rice Bow

l

” on 
Pravarana D

ay

─
」（『
創
価
大
学
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所
年
報
』
十
六
、
二

〇
一
三
年
）。
同
「「
盂
蘭
盆
」
の
本
当
の
意
味
─
千
四
百
年
間
の
誤
解
を
解
く

─
」（『
大
法
輪
』
八
〇
─
一
〇
、
二
〇
一
三
年
）。

古
瀬
奈
津
子
「
盂
蘭
盆
会
に
つ
い
て
─
摂
関
期
・
院
政
期
を
中
心
に
─
」（
福

田
豊
彦
編
『
中
世
の
社
会
と
武
力
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。
以
下
、
古

瀬
の
所
説
は
全
て
当
該
論
文
に
拠
る
。

一　

盂
蘭
盆
経
講
と
「
盂
蘭
盆
会
」

1　

唐
僧
宗
密
に
よ
る
「
盂
蘭
盆
会
」
の
用
法

　

九
世
紀
ま
で
の
日
本
史
料
の
う
ち
「
盂
蘭
盆
会
」
と
明
記
す
る
の
は
四
例
ば
か
り
で
、
し
か
も
個
々
の
情
報
量
も
多
く
な
い
。
そ
こ
で
同
時

③④⑤⑥

⑦⑧⑨⑩⑪⑫
①

4　（456）



代
の
中
国
史
料
に
目
を
転
じ
る
と
、
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
が
重
要
な
史
料
と
し
て
浮
上
す
る
。
宗
密
は
中
国
仏

教
思
想
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
当
代
き
っ
て
の
高
僧
で
あ
り
、
同
書
は
彼
に
よ
る
『
盂
蘭
盆
経
』
の
注
釈
書
と
な
る
。
製
作
時
期
に
つ
い

て
は
、
八
三
五
年
の
甘
露
の
変
に
よ
り
長
安
を
離
れ
帰
郷
し
た
後
に
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
盂
蘭
盆
会
」
は
勿
論
、「
盂
蘭
法
会
」

「
盂
蘭
供
会
」
な
る
語
句
も
み
え
、
各
語
の
文
脈
も
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
盂
蘭
盆
会
を
考
え
る
に
は
恰
好
の
史
料
で
あ
る
。

　

先
ず
自
序
に
は
製
疏
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
る
。
早
く
に
両
親
を
喪
っ
た
宗
密
が
、
そ
の
孝
の
思
い
に
応
え
る
教
説
を
求
め
て
出
会
っ
た
の
が

『
盂
蘭
盆
経
』
で
、
以
後
毎
年
自
恣
の
日
に
こ
の
経
を
講
じ
た
。
そ
し
て
帰
郷
し
講
経
す
る
と
聴
衆
か
ら
経
疏
を
請
わ
れ
た
と
あ
り
、
講
経
に

基
づ
く
製
疏
だ
っ
た
。
ま
た
、
宗
密
は
い
わ
ば
エ
リ
ー
ト
僧
だ
が
、
民
間
に
交
わ
り
布
教
し
て
お
り
、
同
書
の
「
盂
蘭
盆
会
」
の
用
法
は
当
時

広
く
通
用
し
た
だ
ろ
う
。
但
し
、「
盂
蘭
盆
会
」
の
検
討
の
前
に
、
疏
の
順
序
通
り
「
盂
蘭
法
会
」「
盂
蘭
供
会
」
を
先
に
見
て
お
き
た
い
。

【
史
料
①
】
宗
密
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
上　

教
起
所
因
（『
大
正
蔵
』
三
九
─
五
〇
五
上
・
五
〇
六
上
）

（
前
略
）
悉
達
太
子
、
不
㆑

紹
㆓

王
位
㆒

捨
㆑

親
去
㆑

国
、
本
㆑

為
㆓

修
行
㆒

得
㆑

道
報
㆓

父
母
恩
㆒。
然
菩
薩
用
㆑

心
、
不
㆑

務
㆓

専
己
㆒。
故
開
㆓

盂
蘭
法
会
㆒、
以
福
㆓

自
他

二
親
㆒。
此
経
所
㆑

興
、
本
意
如
㆑

此
。（
中
略
）
今
盂
蘭
供
会
具
㆓

三
種
肥
田
㆒。
故
云
㆑

勝
也
。
謂
、
仏
歓
喜
日
、
供
㆓

養
自
恣
浄
戒
大
徳
㆒、
敬
田
勝
也
。
報
㆓

父

母
恩
㆒、
恩
田
勝
也
。
父
母
在
㆓

厄
難
中
㆒、
悲
田
勝
也
。
為
㆑

欲
㆑

示
㆓

此
勝
田
㆒

故
、
説
㆓

此
経
㆒

也
。（
後
略
）

　

以
上
は
『
盂
蘭
盆
経
』
の
お
こ
り
を
述
べ
た
箇
所
の
う
ち
第
一
・
第
四
理
由
に
当
る
。
先
ず
前
者
に
つ
い
て
、
前
提
と
し
て
経
は
釈
迦
が
講

説
す
る
と
の
場
面
設
定
を
と
る
の
で
、
こ
の
「
盂
蘭
法
会
」
と
は
仏
説
た
る
『
盂
蘭
盆
経
』、
つ
ま
り
釈
迦
の
盂
蘭
盆
経
説
の
説
教
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
箇
所
で
は
、
釈
迦
が
経
説
を
講
じ
た
の
は
実
の
父
母
へ
の
報
恩
を
菩
薩
行
的
に
他
人
の
親
に
ま
で
広
げ
る
た
め

で
、
こ
れ
が
経
を
説
き
起
こ
す
本
来
の
意
図
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
後
者
に
つ
い
て
は
、
大
徳
へ
の
供
養
を
具
え
る
と
あ
る
の
で
、

「
盂
蘭
供
会
」
は
字
面
通
り
盆
供
行
事
と
分
か
る
。
ま
た
、「
今
盂
蘭
供
会
」
の
具
え
る
三
要
素
を
示
す
た
め
に
こ
の
経
を
説
い
た
と
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
要
素
は
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
盂
蘭
盆
経
説
に
よ
れ
ば
盆
供
と
そ
の
動
機
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
、
経
説
に
基
づ
く
盆
供
行
事
で

あ
れ
ば
今
昔
関
係
無
く
具
わ
る
も
の
で
あ
る
。
自
序
に
よ
れ
ば
講
経
は
盆
供
と
同
じ
自
恣
の
日
に
行
わ
れ
、
製
疏
も
そ
れ
に
基
づ
く
か
ら
、
こ

②
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の
「
今
」
の
字
は
、
盆
供
や
そ
れ
を
も
た
ら
す
聴
衆
を
前
に
し
た
宗
密
自
身
の
講
経
以
来
の
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

改
め
て
宗
密
疏
の
構
成
と
し
て
は
、
教
起
所
因
・
蔵
乗
所
摂
・
弁
定
宗
旨
・
正
解
経
文
の
四
段
か
ら
な
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
経
の
お
こ
り

を
述
べ
、
次
に
『
盂
蘭
盆
経
』
が
三
蔵
・
五
乗
の
い
ず
れ
に
分
類
さ
れ
る
か
を
示
し
、
そ
し
て
経
説
の
主
た
る
教
義
を
明
か
し
、
最
後
に
経
文

の
解
釈
を
行
う
流
れ
と
な
る
が
、
そ
の
う
ち
「
盂
蘭
盆
会
」
の
語
が
見
え
る
の
は
弁
定
宗
旨
で
、
以
下
の
引
用
箇
所
に
は
、「
孝
順
」
を
軸
に

「
設
供
」「
抜
苦
」「
報
恩
」
と
、
経
の
宗
旨
と
さ
れ
た
四
要
素
す
べ
て
を
備
え
る
の
が
「
盂
蘭
盆
会
」
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
②
】
宗
密
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
上　

弁
定
宗
旨
（『
大
正
蔵
』
三
九
─
五
〇
六
中
下
）

（
前
略
）
細
㆓

詳
経
旨
㆒

備
㆓

斯
四
義
㆒、
二
配
㆑

句
数
者
、
有
㆓

四
四
句
㆒。
一
、
孝
順
両
字
、
自
有
㆓

四
句
㆒。
一
孝
而
非
順
。
如
㆓

三
牲
之
養
等
㆒。
二
順
而
非
孝
。

如
㆘

病
索
㆓

禁
忌
之
食
㆒

而
即
供
、
欲
㆑

行
㆓

非
為
之
事
㆒

而
不
㆑

諫
等
㆖。
三
亦
孝
亦
順
。
謂
有
㆑

隠
無
㆑

犯
。
三
諫
而
隨
㆓

順
色
㆒、
観
㆑

志
三
年
無
㆑

改
。
四
非
孝
非

順
。
如
㆓

水
中
葬
㆑

父
之
類
㆒。
二
、
以
㆓

孝
順
㆒

設
供
相
対
、
復
為
㆓

四
句
㆒。
一
孝
順
非
設
供
。
如
㆓

董
黯
王
祥
等
㆒。
二
設
供
非
孝
順
。
為
㆑

己
求
㆑

福
而
修
㆑

斎
等
。

三
倶
是
。
即
盂
蘭
盆
会
。
四
倶
非
。
謂
逆
而
慳
也
。
三
、
以
㆓

孝
順
㆒

対
㆓

抜
苦
㆒、
亦
為
㆓

四
句
㆒。
一
孝
順
非
抜
苦
。
謂
㆓

董
永
等
㆒。
二
抜
苦
非
孝
順
。
謂
㆑

救
㆓

他
人
之
苦
㆒。
三
倶
是
。
即
蘭
盆
会
。
四
倶
非
。
謂
㆓

逆
小
之
人
㆒

也
。
四
、
以
㆓

孝
順
㆒

対
㆓

報
恩
㆒、
亦
為
㆓

四
句
㆒。
一
孝
順
非
報
恩
。
護
㆓

髮
膚
㆒

不
㆓

驕
危
㆒

非

㆑

法
不
㆑

言
等
。
二
報
恩
非
孝
順
。
扶
輪
報
㆓

一
餐
㆒

修
行
報
㆓

施
主
㆒

等
。
三
倶
是
。
盂
蘭
盆
会
也
。
四
倶
非
。
謂
辜
㆑

恩
逆
㆑

人
。（
後
略
）

　

と
な
れ
ば
経
典
に
よ
っ
て
四
つ
の
要
素
が
如
何
に
表
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
引
用
し
た
い
の
は
『
報
恩
奉

盆
経
』
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
『
盂
蘭
盆
経
』
の
前
半
部
分
と
殆
ど
同
じ
文
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
下
敷
き
と
な
っ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
が
岩
本

裕
や
小
南
一
郎
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
小
南
に
よ
れ
ば
五
世
紀
末
以
降
の
成
立
ら
し
い
。『
盂
蘭
盆
経
』
の
後
半
は
盆
供
の
利
益
を

更
に
繰
り
返
す
ば
か
り
で
経
説
の
大
筋
に
変
更
も
無
く
、『
報
恩
奉
盆
経
』
に
は
既
に
盂
蘭
盆
経
説
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

【
史
料
③
】『
報
恩
奉
盆
経
』（『
大
正
蔵
』
一
六
─
七
八
〇
上
）

聞
㆑

如
㆑

是
。
一
時
仏
在
㆓

舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
㆒。
大
目
揵
連
、
始
得
㆓

六
通
㆒、
欲
㆘

度
㆓

父
母
㆒

報
㆗

乳
哺
之
恩
㆖。
即
以
㆓

道
眼
㆒

観
㆓

視
世
界
㆒、
見
㆔

其
亡
母
生
㆓

餓
鬼
中
㆒。
不
㆑

見
㆓

飲
食
㆒、
皮
骨
相
連
柱
。
目
連
悲
哀
、
即
鉢
盛
㆑

飯
、
往
㆓

餉
其
母
㆒、
母
得
㆓

鉢
飯
㆒。
便
以
㆓

左
手
㆒

障
㆑

飯
、
右
手
搏
食
、
食
未
㆑

入
㆑

口
、
化
㆓

④
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成
火
炭
㆒、
遂
不
㆑

得
㆑

食
。
目
連
馳
還
白
㆑

仏
、
具
陳
如
㆑

此
。
仏
告
㆓

目
連
㆒、
汝
母
罪
根
深
結
、
非
㆔

汝
一
人
力
所
㆓

奈
何
㆒、
当
㆑

須
㆓

衆
僧
威
神
之
力
㆒。
乃
得
㆓

解
脱
㆒。
吾
今
当
㆜

説
㆓

救
済
之
法
㆒、
令
㆛

一
切
難
皆
離
㆚

憂
苦
㆙。
仏
告
目
連
、
七
月
十
五
日
、
当
㆛

為
㆘

七
世
父
母
在
㆓

厄
難
中
㆒

者
㆖、
具
㆓

糗
飯
・
五
果
汲
灌
盆
瓫

器
㆒、
香
油
庭
燭
・
床
榻
臥
具
、
尽
㆓

世
甘
美
㆒、
以
供
㆚

養
衆
僧
㆙。
当
㆓

此
之
日
㆒、
一
切
聖
衆
、
或
在
㆓

山
間
㆒

禅
定
、
或
得
㆓

四
道
果
㆒、
或
樹
下
経
行
、
或
得
㆓

六

通
㆒

飛
行
、
教
㆓

化
声
聞
縁
覚
㆒。
菩
薩
大
人
、
権
示
㆓

比
丘
㆒

在
㆓

大
衆
中
㆒。
皆
共
同
㆑

心
、
受
㆓

鉢
和
羅
㆒

具
㆓

清
浄
戒
㆒。
聖
衆
之
道
、
其
徳
汪
洋
。
其
有
㆑

供
㆓

養

此
等
之
衆
㆒、
七
世
父
母
五
種
親
属
、
得
㆑

出
㆓

三
塗
㆒、
応
㆑

時
解
脱
、
衣
食
自
然
。
仏
勅
㆓

衆
僧
㆒、
当
㆘

為
㆓

施
主
家
七
世
父
母
㆒、
行
㆑

禅
定
㆑

意
、
然
後
食
㆗

此

供
㆖。
目
連
比
丘
及
一
切
衆
歓
喜
奉
行
。

　

以
上
が
経
の
全
文
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
盆
供
を
う
け
た
衆
僧
・
菩
薩
の
神
力
に
よ
り
、「
七
世
父
母
」
の
、
特
に
目
連
の
場
合
は
「
亡

母
」
の
、「
餓
鬼
」
な
い
し
「
三
塗
」
の
苦
し
み
を
除
き
、
以
て
彼
等
の
「
乳
哺
之
恩
」
に
報
い
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
句

は
い
ず
れ
も
『
盂
蘭
盆
経
』
に
確
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
盆
供
相
当
の
「
設
供
」
は
、
厄
難
に
遭
っ
て
い
る
父
母
か
ら
「
抜
苦
」

し
、
彼
等
の
養
育
の
恩
に
報
い
る
た
め
の
「
孝
順
」
的
「
報
恩
」
行
為
で
あ
り
、【
史
料
①
】
の
「
盂
蘭
供
会
」
は
、「
供
㆓

養
自
恣
浄
戒
大

徳
㆒

」「
報
㆓

父
母
恩
㆒

」「
父
母
在
㆓

厄
難
中
㆒

」
な
ど
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
要
素
な
い
し
そ
の
前
提
を
具
え
る
点
、「
盂
蘭
盆
会
」
で
あ
る
と
言
え

る
。
但
し
、「
抜
苦
」
に
つ
い
て
は
疏
の
冒
頭
に
「
我
今
所
㆓

讃
述
㆒、
願
衆
聖
冥
加
、
自
他
存
㆓

歿
親
㆒、
離
㆑

苦
常
安
楽
。」
と
あ
り
、「
報
恩
」
に

つ
い
て
も
宗
密
は
【
史
料
②
】
に
「
報
恩
非
孝
順
」
の
具
体
例
と
し
て
「
修
行
報
㆓

施
主
㆒

等
」
を
挙
げ
る
な
ど
、
な
に
も
俗
人
に
限
ら
ず
僧
侶

も
行
う
と
考
え
て
い
る
。
加
え
て
「
盂
蘭
法
会
」
は
自
他
を
問
わ
な
い
父
母
へ
の
菩
薩
行
的
報
恩
行
為
で
あ
り
、
先
の
「
自
他
存
㆓

歿
親
㆒

」
と

い
う
表
現
か
ら
し
て
、
そ
れ
に
倣
お
う
宗
密
の
製
疏
な
い
し
講
経
も
ま
た
「
孝
順
」
か
つ
「
報
恩
」
の
行
為
と
言
え
る
。
ま
た
一
見
欠
け
て
い

る
「
設
供
」
に
つ
い
て
も
、
宗
密
の
盂
蘭
盆
経
講
と
同
日
同
所
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
先
述
の
通
り
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
必
須
の
要
素

が
僧
俗
両
者
に
期
待
さ
れ
、
講
経
と
盆
供
と
が
一
体
と
な
っ
た
仏
事
が
宗
密
の
言
う
「
盂
蘭
盆
会
」
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
当
該
用
法
が
中
国
に
お
い
て
何
時
ま
で
遡
る
の
か
。
そ
も
そ
も
「
盂
蘭
盆
会
」
の
語
が
見
え
始
め
る
の
は
唐
代
か
ら
の
よ
う
で
あ

り
、
ま
た
宗
密
以
前
の
盂
蘭
盆
経
講
と
し
て
は
、『
続
高
僧
伝
』
に
、
貞
観
二
十
三
年
（
六
四
九
）
の
七
月
十
四
日
に
『
盂
蘭
盆
経
』
を
講
じ
終

⑤
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え
て
逝
去
し
た
慧
璿
伝
が
見
出
さ
れ
る
が
、
隋
代
以
前
の
文
献
に
は
盂
蘭
盆
経
講
の
こ
と
が
全
く
見
え
な
い
。
六
世
紀
末
の
『
顔
子
家
訓
』
終

制
篇
に
「
有
時
斎
供
、
及
七
月
半
盂
蘭
盆
、
望
㆓

於
汝
㆒

也
。」
な
ど
と
あ
っ
て
も
講
経
に
言
及
さ
れ
な
い
の
は
、
あ
く
ま
で
俗
人
の
遺
命
で
あ

る
の
を
度
外
視
で
き
な
い
と
は
言
え
、
七
世
紀
初
頭
の
華
北
・
江
南
の
年
中
行
事
を
集
成
し
た
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
も
七
月
十
五
日
に
つ
い
て

は
盆
供
と
そ
の
華
美
な
飾
り
の
こ
と
し
か
み
え
な
い
。
特
に
『
荊
楚
歳
時
記
』
の
な
か
で
は
仏
僧
へ
の
供
食
行
事
は
四
月
八
日
・
七
月
十
五
日

の
も
の
ば
か
り
だ
が
、
前
者
で
は
「
設
斎
」
の
ほ
か
に
「
龍
華
会
」
も
営
ま
れ
て
お
り
、
後
者
で
は
寺
側
の
動
向
が
全
く
み
え
な
い
の
と
対
照

的
で
あ
る
。
七
世
紀
後
半
の
『
法
苑
珠
林
』
も
、
晋
や
南
斉
の
盆
行
事
に
つ
い
て
盆
供
の
こ
と
し
か
書
か
な
い
。
以
上
か
ら
、
盂
蘭
盆
経
講
は

隋
唐
間
の
あ
る
時
期
に
広
ま
り
始
め
、
或
い
は
「
盂
蘭
盆
会
」
の
語
も
そ
れ
と
連
動
し
て
新
し
く
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

2　

日
本
に
お
け
る
「
盂
蘭
盆
会
」

　

こ
う
し
た
宗
密
の
「
盂
蘭
盆
会
」
の
用
法
は
、
盂
蘭
盆
会
の
要
素
と
し
て
盆
供
と
共
に
盂
蘭
盆
経
講
を
重
視
す
る
奥
野
説
と
親
和
的
で
あ
る
。

こ
の
点
、
奥
野
の
議
論
は
主
に
日
本
中
世
の
古
記
録
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
が
、
九
世
紀
の
中
国
に
も
通
用
し
う
る
説
と
し
て
改
め
て
注
目
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
日
本
古
代
史
料
か
ら
も
「
盂
蘭
盆
会
」
に
講
経
の
要
素
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
着
目
す
る
の
は
法
会
の
名
称
で
あ
る
。「
盂
蘭
盆
会
」
は
「
盂
蘭
盆
」
と
「
会
」
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、「
盂
蘭
盆
」
の
語
は

『
盂
蘭
盆
経
』
が
最
初
見
で
あ
り
、
同
経
に
し
か
由
来
し
え
な
い
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
名
称
が
特
定
の
仏
典
題
名
と
不
可
分
の

関
係
に
あ
る
法
会
が
日
本
古
代
に
は
幾
つ
も
数
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
六
年
五
月
是
月
条
「
仁
王
般
若
之
会
」
や

「
仁
王
会
」
は
『
仁
王
般
若
経
』
を
講
じ
る
法
会
で
あ
り
、
ま
た
、『
令
義
解
』
職
員
令
6
図
書
寮
条
に
み
え
る
「
正
月
金
光
明
会
」
は
御
斎

会
の
こ
と
で
、
そ
の
御
斎
会
は
「
最
勝
会
」
と
も
呼
ば
れ
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
『
金
光
明
経
』
な
い
し
『
最
勝
王
経
』
を
講
じ
る
法
会
で
あ
る
。

他
に
も
「
華
厳
会
」「
維
摩
会
」
な
ど
、
総
じ
て
名
に
負
う
経
典
を
講
じ
る
法
会
と
分
か
る
。
以
上
の
よ
う
な
日
本
古
代
に
お
け
る
法
会
の
命

名
原
則
か
ら
す
れ
ば
、「
盂
蘭
盆
会
」
と
は
『
盂
蘭
盆
経
』
を
講
じ
る
法
会
だ
と
解
釈
で
き
よ
う
。
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ま
た
、
日
本
に
お
け
る
「
盂
蘭
盆
会
」
の
初
見
を
取
り
巻
く
状
況
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
先
ず
関
係
史
料
を
列
挙
す
る
。

【
史
料
④
】『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
四
年
（
六
〇
六
）
四
月
壬
辰
（
八
日
）
条

銅
繍
丈
六
仏
像
並
造
竟
、
是
日
也
。
丈
六
銅
像
坐
㆓

於
元
興
寺
金
堂
㆒。
時
、
仏
像
高
㆓

於
金
堂
戸
㆒、
以
不
㆑

得
㆑

納
㆑

堂
。
於
㆑

是
、
諸
工
人
等
議
曰
、
破
㆓

堂

戸
㆒

而
納
㆑

之
。
然
鞍
作
鳥
之
秀
工
、
以
不
㆑

壊
㆑

戸
得
㆑

入
㆑

堂
。
即
日
設
斎
。
於
㆑

是
、
会
集
人
衆
不
㆑

可
㆓

勝
数
㆒。
自
㆓

是
年
㆒

初
毎
㆑

寺
、
四
月
八
日
七
月
十

五
日
設
斎
。

【
史
料
⑤
】『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
三
年
（
六
五
七
）
七
月
辛
丑
（
十
五
日
）
条

作
㆓

須
弥
山
像
於
飛
鳥
寺
西
㆒。
旦
設
㆓

盂
蘭
瓫（
盆
）会

㆒、
暮
饗
㆓

覩
貨
邏
人
㆒。

【
史
料
⑥
】『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
五
年
（
六
五
九
）
七
月
庚
寅
（
十
五
日
）
条

詔
㆓

群
臣
㆒、
於
㆓

京
内
諸
寺
㆒

勧
㆑

講
㆓

盂
蘭
盆
経
㆒、
使
㆑

報
㆓

七
世
父
母
㆒。

　

日
本
の
「
盂
蘭
盆
会
」
の
初
見
は
【
史
料
⑤
】
だ
が
、
盂
蘭
盆
経
講
の
普
及
状
況
を
窺
う
と
、
史
料
上
で
始
め
て
盂
蘭
盆
経
講
を
命
じ
た
の

が
【
史
料
⑥
】
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
講
経
が
慣
例
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
、【
史
料
④
】
の
七
月
十
五
日
の
「
設
斎
」
が
盂
蘭
盆
経

説
関
係
の
行
事
だ
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
盆
供
し
か
想
定
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
斉
明
朝
に
こ
そ
盂
蘭
盆
経
講
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の

変
化
は
隋
唐
間
で
の
盂
蘭
盆
習
俗
の
変
容
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
翻
れ
ば
、
中
国
の
盂
蘭
盆
経
講
の
普
及
状
況
か
ら
推
し
て
も
、
推
古
朝
に
果

た
し
て
宗
密
の
述
べ
る
よ
う
な
「
盂
蘭
盆
会
」
を
行
い
得
た
か
、
む
し
ろ
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
【
史
料
④
】「
七
月
十
五
日
設
斎
」

と
【
史
料
⑤
】「
盂
蘭
盆
会
」
と
の
格
差
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
前
者
は
寺
毎
の
行
事
で
あ
り
、
天
皇
か
ら
豪
族
に
至
る
各
寺
の
檀
越

が
参
加
主
体
だ
ろ
う
。
対
し
て
、
斉
明
朝
「
盂
蘭
盆
会
」
の
会
場
は
「
飛
鳥
寺
西
」、
つ
ま
り
飛
鳥
寺
西
門
前
の
槻
の
広
場
で
あ
り
、
蕃
夷
の

服
属
儀
礼
な
ど
天
皇
へ
の
忠
誠
が
誓
約
さ
れ
る
王
権
と
縁
深
い
場
所
で
あ
る
。
同
日
の
飛
鳥
寺
で
は
推
古
朝
以
来
の
設
斎
が
営
ま
れ
て
い
た
は

ず
だ
が
、
こ
の
「
盂
蘭
盆
会
」
は
あ
く
ま
で
飛
鳥
寺
外
の
行
事
で
あ
り
、
同
日
午
後
の
同
所
で
は
次
い
で
都
貨
羅
人
へ
の
饗
宴
も
開
催
さ
れ
て

い
た
。
こ
う
し
た
開
催
地
と
連
続
す
る
行
事
と
の
性
格
を
勘
案
す
れ
ば
、「
盂
蘭
盆
会
」
の
開
催
主
体
は
天
皇
ら
王
権
の
面
々
だ
っ
た
と
推
測

⑭
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さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
【
史
料
⑥
】
の
勧
講
対
象
に
「
群
臣
」
の
み
挙
が
り
、
皇
族
は
先
駆
的
に
盂
蘭
盆
経
講
を
実
践
し
て
い
た
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
先
駆
的
実
修
が
何
時
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
仏
事
の
行
為
主
体
の
違
い
や
隋
唐
間
の
盂
蘭

盆
行
事
の
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば
、【
史
料
⑤
】「
盂
蘭
盆
会
」
こ
そ
該
当
し
よ
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
盂
蘭
盆
会
」
も
講
経
法
会
と
考
え
得
る
。

　

こ
の
よ
う
に
状
況
証
拠
が
重
な
る
点
、
宗
密
の
用
法
は
日
本
古
代
の
「
盂
蘭
盆
会
」
に
も
敷
衍
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
中
通
じ
て

「
盂
蘭
盆
会
」
は
盂
蘭
盆
経
講
法
会
を
示
す
語
だ
っ
た
。
更
に
日
本
側
か
ら
翻
っ
て
言
え
ば
、
講
経
に
よ
っ
て
こ
そ
「
盂
蘭
盆
会
」
と
称
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
以
下
、
盂
蘭
盆
経
講
法
会
を
指
し
て
盂
蘭
盆
会
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
点
、
盂
蘭
盆
会
を
寺

内
行
事
と
解
し
た
奥
野
説
は
若
干
修
正
を
要
し
、
ま
た
、
奥
野
は
日
本
中
世
の
盂
蘭
盆
経
講
を
遡
及
さ
せ
る
際
に
専
ら
【
史
料
⑥
】
の
勧
講
記

事
に
依
拠
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
更
な
る
源
泉
は
中
国
唐
代
・
日
本
斉
明
天
皇
三
年
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
盂
蘭
盆
会
の
基
本
的
性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
改
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、
先
の
宗
密
や
斉
明
朝
の
場
合
な
ど
本
稿
で
扱
う

事
例
を
み
て
も
、
盂
蘭
盆
経
講
の
実
施
日
が
七
月
十
五
日
な
い
し
自
恣
の
日
に
限
定
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
盂
蘭
盆
経
』
の
肝

心
が
自
恣
の
日
の
供
食
に
「
七
世
父
母
」
救
済
の
功
徳
が
あ
る
と
説
く
こ
と
に
あ
れ
ば
、
そ
の
日
に
同
経
を
講
じ
る
こ
と
は
、
経
説
に
基
づ
き

同
日
行
わ
れ
て
い
る
盆
供
の
利
益
を
改
め
て
明
か
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
盂
蘭
盆
経
講
と
盆
供
と
の
関
係
は
日
付
と
講
経
内

容
か
ら
推
論
し
う
る
以
上
、
盂
蘭
盆
会
一
般
に
敷
衍
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
盂
蘭
盆
会
は
、
仏
僧
に
盆
供
を
用
意
す
る
聴
衆
と
講
経
に
よ
り
そ
の

功
徳
を
明
か
す
講
師
ら
と
の
互
酬
的
関
係
が
結
ば
れ
る
場
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
聴
衆
と
講
師
と
は
他
の
講
経
法
会
に
比
べ
て
よ
り
親
近
な
関
係
に
あ
り
、
説
教
の
仕
方
も
俗
人
た
る
聴
衆
に
一
層
配
慮
し
た

も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
日
本
の
盂
蘭
盆
会
で
は
経
説
の
大
綱
を
示
す
た
め
に
、『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
二
十
三
縁
「
凶
人
不

㆑

敬
㆓

養
妳
房
母
㆒

以
現
得
㆓

悪
死
報
㆒

縁
」
と
い
っ
た
説
話
が
用
い
ら
れ
、
な
い
し
製
作
さ
れ
た
と
す
る
中
村
史
説
が
魅
力
的
に
映
る
。
し
か
し
、

経
説
と
説
話
と
の
モ
チ
ー
フ
の
共
通
を
論
拠
と
す
る
も
の
の
、
孝
や
堕
地
獄
・
浄
土
往
生
と
い
っ
た
他
経
説
に
も
見
ら
れ
る
教
理
の
共
通
で
あ

り
、
ま
た
説
話
に
は
経
説
肝
心
の
盆
供
に
よ
る
「
七
世
父
母
」
救
済
と
い
っ
た
要
素
は
少
し
も
な
い
。
更
に
は
説
話
自
体
、
タ
イ
ト
ル
通
り
盂
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蘭
盆
経
説
と
は
逆
の
不
孝
子
の
物
語
で
あ
り
、
経
の
大
綱
を
述
べ
る
に
は
不
適
当
だ
ろ
う
。
結
論
、
中
村
説
は
採
り
難
い
の
だ
が
、
関
連
し
て
、

先
の
【
史
料
②
】
弁
定
宗
旨
の
一
節
に
董
黯
・
王
祥
・
董
永
等
の
孝
子
が
例
示
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
盂
蘭
盆
会
」
に
満
た
な
い

「
孝
順
非
設
供
」「
孝
順
非
抜
苦
」
の
具
体
例
で
あ
る
点
、
勿
論
『
盂
蘭
盆
経
』
の
大
意
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
彼
等
で
す
ら
及
ば
な

い
と
い
う
論
理
で
「
盂
蘭
盆
会
」
の
功
徳
を
称
賛
す
る
こ
と
に
主
な
役
割
は
あ
ろ
う
。
但
し
、
董
黯
・
王
祥
等
が
元
代
ま
で
に
は
二
十
四
孝
に

も
数
え
ら
れ
た
代
表
的
孝
子
で
あ
れ
ば
、
一
般
俗
人
に
も
馴
染
み
深
か
ろ
う
彼
等
の
名
を
出
す
こ
と
は
聴
衆
の
関
心
を
更
に
引
き
込
む
方
法
だ

っ
た
と
も
考
え
得
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
密
疏
に
よ
っ
て
も
、
盂
蘭
盆
会
の
講
経
は
単
な
る
経
文
解
釈
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

以
上
に
考
え
た
講
経
と
供
物
な
い
し
講
師
と
聴
衆
と
の
密
接
な
関
係
は
、
盂
蘭
盆
会
固
有
の
性
格
で
あ
れ
ば
、
盂
蘭
盆
会
が
中
国
か
ら
日
本

へ
伝
わ
り
、
そ
し
て
古
代
か
ら
中
世
へ
連
綿
と
営
ま
れ
て
い
く
仏
事
た
り
え
た
前
提
と
し
て
も
一
応
考
慮
し
う
る
。
但
し
、
日
本
古
代
に
お
け

る
同
法
会
の
普
及
理
由
を
そ
の
内
容
に
の
み
帰
す
る
の
で
は
当
然
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
盂
蘭
盆
会
は

盂
蘭
盆
経
講
法
会
で
あ
る
と
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
普
及
初
期
の
飛
鳥
奈
良
時
代
に
お
け
る
展
開
の
様
相
を
考
察
す
る
。

こ
の
四
例
は
次
の
と
お
り
。（
ⅰ
）『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
三
年
七
月
辛
丑
条

（【
史
料
⑤
】
参
照
）
な
お
「
且
」
字
よ
り
「
旦
」
字
を
採
る
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
は
、
田
島
公
「
飛
鳥
の
王
宮
と
外
交
儀
礼
─
小
墾
田
宮
と
エ
ビ
ノ
コ
郭
の
機
能

─
」（『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
飛
鳥
宮
の
儀
礼
と
空
間
構
成
」
報
告
集
』、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
・
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
二
三
年
）
参
照
。
ま
た
、

特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
史
料
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。（
ⅱ
）『
経
国

集
』
朝
原
宿
祢
道
永
盂
蘭
盆
会
悲
滅
帰
心
一
首
「
五
言
。
盂
蘭
盆
会
悲
感
帰
心
一

首
。
／
朝
道
永
／
帰
㆓

依
三
界
主
㆒。
景
㆓

慕
六
通
賢
㆒。
抜
㆑

苦
覃
㆓

窮
地
㆒。
酬
㆑

恩
達
㆓

昊
天
㆒。
花
飄
開
㆓

法
宇
㆒。
香
泛
発
㆓

飢
脣
㆒。
既
請
㆓

如
来
教
㆒。
還
休
㆓

餓
鬼
神
㆒。
善
哉

為
㆓

子
道
㆒。
抜
㆑

苦
遂
安
㆑

親
。」（
引
用
は
塙
保
己
一
編
『
群
書
類
従
・
第
八
輯

〈
装
束
部
／
文
書
部
〉』
訂
正
三
版
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
に
拠

る
）。（
ⅲ
）『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
三
、
開
成
五
年
（
八
四
〇
）「
十
五
日

赴
㆓

四
衆
寺
主
請
㆒、
共
㆓

頭
陁
等
㆒

到
㆓

彼
寺
㆒

斎
。
斎
後
入
㆓

度
脱
寺
㆒、
巡
㆓

礼
盂
蘭

盆
会
㆒、
及
入
㆑

州
見
㆓

竜
泉
㆒。
次
入
㆓

崇
福
門
㆒、
巡
㆓

礼
仏
殿
㆒。
閣
下
諸
院
、
皆
鋪
設

張
列
。
光
彩
映
㆑

人
、
供
㆓

陳
珍
妙
㆒。
傾
城
人
尽
来
巡
礼
。
…
諸
寺
盂
蘭
盆
会
、
十

五
日
起
首
、
十
七
日
罷
。」（
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究　

第
三

巻
』、
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
七
年
に
拠
る
）。（
ⅳ
）
天
長
三
（
八
二
六
）
年

二
月
三
日
銘
浄
水
寺
寺
領
碑
「
盂
蘭
瓫
会
料
四
段
」「
□
瓫
会
料
之
代
」（
熊
本
県

豊
野
町
教
育
委
員
会
編
『
肥
後
国
浄
水
寺
古
碑
群
』、
熊
本
県
豊
野
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
四
年
に
拠
る
）。

冉
雲
華
「
宗
密
生
平
与
著
作
」（
傅
偉
勲
・
韋
政
通
主
編
、
冉
雲
華
『
世
界
哲

学
家
叢
書　

宗
密
』、
東
大
図
書
股
份
有
限
公
司
、
一
九
八
八
年
）。

「
宗
密
罪
釁
、
早
年
喪
㆑

親
。
毎
㆑

履
㆓

雪
霜
之
悲
㆒、
永
懐
㆓

風
樹
之
恨
㆒。
竊
以
終

身
墳
壟
、
卒
世
蒸
嘗
。
雖
㆑

展
㆓

孝
思
㆒、
不
㆑

資
㆓

神
道
㆒。
遂
搜
㆓

索
聖
賢
之
教
㆒、
虔
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求
㆓

追
薦
之
方
㆒。
得
㆓

此
法
門
㆒、
実
是
妙
行
。
年
年
僧
自
恣
日
、
四
事
供
㆓

養
三
尊
㆒。

宗
密
依
㆑

之
修
崇
、
已
歴
㆓

多
載
㆒。
兼
講
㆓

其
誥
㆒、
用
㆓

是
未
㆒㆑

聞
。
今
因
㆓

帰
郷
㆒、
依

㆑

日
開
設
。
道
俗
耆
艾
、
悲
喜
遵
行
、
異
口
同
音
、
請
㆑

製
㆓

新
疏
㆒。」（『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
巻
三
九
─
五
〇
五
頁
上
段
。
以
下
、『
大
正
蔵
』
と
略
し
、
巻
・
頁
・

段
の
各
字
も
省
く
。）

岩
本
裕
「
中
国
に
お
け
る
目
連
救
母
伝
説
の
展
開
」（
同
『
仏
教
説
話
研
究
第

三　

目
連
伝
説
と
盂
蘭
盆
』、
法
蔵
館
、
一
九
六
八
年
）、
小
南
一
郎
「「
盂
蘭
盆

経
」
か
ら
「
目
連
変
文
」
へ
─
講
経
と
語
り
物
文
芸
と
の
あ
い
だ
─
（
上
）」

（『
東
方
学
報　

京
都
』
七
五
、
二
〇
〇
三
年
）。
両
者
の
所
説
は
断
ら
な
い
限
り
、

こ
れ
ら
に
拠
る
。『
盂
蘭
盆
経
』
の
製
作
年
代
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
小
南
一
郎

が
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
の
南
斉
時
代
の
人
で
あ
る
王
琰
の
志
怪
小
説
集

『
冥
祥
記
』
の
一
説
話
に
着
目
し
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
観
音
菩
薩
が
七

月
十
五
日
の
供
養
の
効
果
大
な
る
こ
と
、
ま
た
、
器
物
を
供
養
す
る
時
は
利
益
を

願
う
者
の
名
を
器
に
題
記
す
る
こ
と
な
ど
の
要
素
を
も
つ
説
話
が
あ
り
、
盂
蘭
盆

経
説
に
通
じ
る
内
容
で
は
あ
る
の
だ
が
、
未
だ
当
該
説
話
で
は
盂
蘭
盆
経
説
の
よ

う
に
目
連
救
母
譚
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
、『
盂
蘭
盆
経
』
は
こ
の
説
話

に
遅
れ
て
成
立
す
る
ら
し
い
と
言
う
。

『
大
正
蔵
』
三
九
─
五
〇
五
上
。

宗
密
疏
以
外
の
盂
蘭
盆
行
事
に
関
す
る
中
国
史
料
は
、
中
村
裕
一
『
中
国
古
代

の
年
中
行
事　

第
三
冊　

秋
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
が
採
集
し
て
い
る
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
史
料
用
語
「
盂
蘭
盆
会
」
の
少
な
さ
は
日
中
と
も
変
わ
ら
な
い

よ
う
で
、
唐
の
道
士
孫
思
邈
の
行
事
書
『
千
金
月
令
』
に
「
七
月
十
五
日
、
営
㆓

盆
供
㆒、
寺
為
㆓

盂
蘭
会
㆒。」
と
あ
り
、
円
仁
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
并
州
太
原

府
の
「
度
脱
寺
」
の
「
盂
蘭
盆
会
」
や
「
諸
寺
盂
蘭
盆
会
」
と
見
え
る
ば
か
り
で

あ
る
。
加
え
て
前
者
は
明
代
の
『
重
較
説
郛
』
に
伝
わ
る
も
の
で
、「
盆
供
」
と

「
盂
蘭
会
」
を
区
別
す
る
面
白
い
史
料
だ
が
、
唐
代
の
同
時
代
史
料
と
し
て
用
い

る
に
は
慎
重
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
大
正
蔵
』
五
〇
─
五
三
九
上
。
自
恣
を
十
四
日
に
行
う
例
に
つ
い
て
は
、
望

月
信
亨
『
望
月
仏
教
大
辞
典
第
二
巻
』
増
訂
版
（
聖
典
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
）

の
「
自
恣
」
の
項
を
参
照
。

引
用
は
渡
邉
義
浩
編
『
全
訳
顔
氏
家
訓
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
に
拠

る
。「

七
月
十
五
日
、
僧
尼
道
俗
、
悉
営
盆
供
諸
寺
。（
中
略
）［
筆
者
註
：
盂
蘭
盆

経
説
を
受
け
て
］
故
後
人
因
㆑

此
広
為
㆓

華
飾
㆒、
乃
至
刻
㆑

木
割
㆑

竹
飴
㆑

蠟
剪
㆑

綵
、

模
㆓

花
葉
之
形
㆒、
極
㆓

工
妙
之
巧
㆒。」（
中
村
裕
一
『
訳
注　

荊
楚
歳
時
記
』、
汲
古

書
院
、
二
〇
一
九
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
な
お
、『
荊
楚
歳
時
記
』
の
性
格
に

つ
い
て
も
同
書
参
照
）。

「
荊
楚
之
人
、
以
㆓

四
月
八
日
㆒、
諸
寺
各
設
斎
、
以
㆓

五
色
香
水
㆒

浴
仏
。
共
作
㆓

龍
華
会
㆒、
以
為
㆓

弥
勒
下
生
之
徴
㆒

也
。」

『
法
苑
珠
林
』
卷
八
十
六
、
懺
悔
篇
、
感
応
縁
に
、「
晋
沙
門
慧
達
」
に
つ
い
て

「
七
月
望
日
沙
門
受
㆑

臘
。
此
時
設
供
、
弥
為
㆑

勝
也
。
若
割
㆓

器
物
㆒

以
充
㆓

供
養
㆒。

器
器
摽
㆓

題
言
㆒、
為
㆓

某
人
㆒

親
奉
㆓

上
三
宝
㆒。」（『
大
正
蔵
』
五
三
─
九
一
九
下
）

と
あ
り
、
ま
た
、
同
巻
一
〇
一
、
伝
記
篇
、
興
福
部
第
五
に
「
斉
太
祖
高
帝
〈
手

写
㆓

法
華
㆒、
口
誦
㆓

般
若
㆒。
四
月
八
日
常
鋳
㆓

金
像
㆒、
七
月
十
五
日
普
寺
造
㆑

盆
、

供
㆓

僧
三
百
㆒。
造
㆓

陟
屺
止
観
二
寺
㆒

〉。」（『
大
正
蔵
』
五
三
─
一
〇
二
五
中
）
と

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
盆
供
習
俗
に
の
み
言
及
す
る
。

「
仁
王
会
」「
最
勝
会
」「
華
厳
会
」「
維
摩
会
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
『
類
聚

国
史
』
巻
一
八
七
、
仏
道
四
参
照
。「
華
厳
会
」
に
つ
い
て
は
更
に
『
三
宝
絵
』

巻
下
、『
東
大
寺
要
録
』
巻
四
・
諸
会
章
第
五
・
三
月
、
天
平
神
護
元
年
四
月
十

六
日
「
凡
福
成
解
」（『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
巻
五
─
五
二
五
頁
。
以
下
、

引
用
に
際
し
て
は
『
大
日
古
』
と
し
、
巻
・
頁
の
字
も
略
す
。）
等
も
参
照
。
こ

の
他
に
も
法
華
会
、
梵
網
会
、
方
広
会
、
勝
鬘
会
が
同
様
の
命
名
原
則
に
よ
っ
た

法
会
だ
ろ
う
。

関
連
し
て
、
唐
の
代
宗
の
盂
蘭
盆
行
事
の
呼
称
変
化
に
も
注
目
さ
れ
る
。『
旧
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唐
書
』
列
伝
六
八
の
王
縉
伝
（『
旧
唐
書
』
第
一
〇
冊
、
中
華
書
局
出
版
、
一
九

七
五
年
に
拠
る
）、『
大
宋
僧
史
略
』（『
大
正
蔵
』
五
四
─
二
四
七
中
下
）
で
は

「
盂
蘭
盆
」
の
表
記
だ
が
、『
仏
祖
統
紀
』（『
大
正
蔵
』
四
九
─
三
七
八
下
）、

『
仏
祖
歴
代
通
載
』（『
大
正
蔵
』
四
九
─
六
〇
〇
下
）、『
釈
氏
稽
古
略
』（『
大
正

蔵
』
四
九
─
八
二
八
下
）
で
は
「
盂
蘭
盆
会
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目

さ
れ
る
の
は
一
番
時
期
の
下
る
元
代
の
『
釈
氏
稽
古
略
』
で
あ
り
、
こ
の
代
宗
の

「
盂
蘭
盆
会
」
に
か
け
る
形
で
『
盂
蘭
盆
経
』
の
大
意
を
記
し
て
「
仏
命
、
以
㆓

七
月
十
五
僧
自
恣
日
㆒

備
㆓

設
斎
供
㆒。
供
㆑

仏
斎
㆑

僧
念
㆓

読
諸
経
㆒、
母
乃
脱
㆓

離
餓

鬼
㆒。」（『
大
正
蔵
』
四
九
─
八
二
八
下
）
と
す
る
。
こ
れ
は
『
盂
蘭
盆
経
』
本
文

の
「
仏
勅
㆓

十
方
衆
僧
㆒。
皆
先
為
㆓

施
主
家
㆒、
呪
㆓

願
七
世
父
母
㆒、
行
㆑

禅
定
㆑

意
、

然
後
受
㆑

食
。
初
受
㆑

盆
時
、
先
安
㆓

在
仏
塔
前
㆒、
衆
僧
呪
願
竟
、
便
自
受
㆑

食
。」

（『
大
正
蔵
』
十
六
─
七
七
九
中
）
に
対
応
し
よ
う
が
、
し
か
し
、『
盂
蘭
盆
経
』

で
は
読
経
の
こ
と
は
何
も
言
わ
な
い
か
ら
、『
釈
氏
稽
古
略
』
は
「
盂
蘭
盆
会
」

を
読
経
法
会
と
す
る
当
時
の
理
解
に
よ
り
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鈴
木
景
二
「
飛
鳥
寺
西
の
槻
の
位
置
に
つ
い
て
」（
大
和
を
歩
く
会
編
『
シ

リ
ー
ズ
歩
く
大
和
Ⅰ　

古
代
中
世
史
の
探
究
』、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

今
泉
隆
雄
「
飛
鳥
の
須
弥
山
と
斎
槻
」（
同
『
古
代
宮
都
の
研
究
』、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
九
二
年
）。

本
郷
真
紹
監
修
、
山
本
崇
・
駒
井
匠
編
集
『
考
証
日
本
霊
異
記
』
上
二
版
・
中

（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
年
）
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。

例
え
ば
「
乳
哺
之
恩
」
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
『
盂
蘭
盆
経
』
の
主
題
で
あ
っ

て
も
中
村
自
身
引
く
よ
う
に
『
中
陰
経
』
に
も
見
出
さ
れ
、
説
話
の
堕
地
獄
・
浄

土
往
生
の
主
題
も
『
観
無
量
寿
経
』
を
媒
介
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
た

先
説
に
よ
り
中
村
自
ら
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
南
一
郎
「「
父
母
恩
重
経
」
の
形
成
と
孝
子
伝
説
の
変
貌
」（
説
話
・
伝
承
学

会
編
『
説
話
・
伝
承
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
集　

説
話
・
伝
承
の
脱
領

域
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。

二　

「
七
月
十
五
日
設
斎
」
か
ら
盂
蘭
盆
会
へ

1　

「
七
世
父
母
」
再
考

　

盂
蘭
盆
会
が
飛
鳥
奈
良
時
代
に
如
何
な
る
歴
史
を
経
た
か
を
考
え
る
際
に
重
要
と
な
る
の
は
、【
史
料
④
】
の
「
七
月
十
五
日
設
斎
」
が
如

何
な
る
仏
事
で
あ
り
、
ま
た
盂
蘭
盆
会
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
当
該
「
設
斎
」
は
盆
供
と
さ
れ
、

『
盂
蘭
盆
経
』
の
説
く
「
七
世
父
母
」
救
済
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
そ
の
願
意
は
祖
先
信
仰
な
い
し
氏
の
系
譜
観
念
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
。

特
に
中
林
隆
之
は
こ
う
し
た
理
解
を
土
台
に
、
推
古
朝
設
斎
が
歴
代
の
王
権
と
氏
の
祖
先
へ
の
報
恩
観
念
を
永
遠
・
普
遍
の
位
相
に
高
め
た
と

す
る
些
か
難
解
な
議
論
も
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
竹
田
説
以
来
、
祖
先
と
さ
れ
て
い
る
「
七
世
父
母
」
の
語
義
を
、
趙
青
山
が
輪
廻
説
的

⑭⑮⑯⑰⑱
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に
解
釈
し
た
こ
と
は
序
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
中
林
が
当
時
の
報
恩
観
念
を
示
す
と
し
た
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
二
年
二
月
丙
寅
朔
条

「
諸
臣
連
等
各
為
㆓

君
親
之
恩
㆒、
競
造
㆓

仏
舎
㆒。」
の
「
君
親
」
も
、
各
々
忠
孝
の
対
象
と
理
解
す
れ
ば
「
親
」
に
は
何
も
歴
代
の
先
祖
を
想
定

せ
ず
に
父
母
だ
け
を
考
え
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
で
先
ず
「
七
世
父
母
」
解
釈
の
対
立
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
論
の
糸
口
を
得
た
い
。

　

は
じ
め
に
両
説
の
論
拠
を
確
認
し
て
み
る
と
、
先
ず
趙
が
「
七
世
父
母
」
を
輪
廻
転
生
に
基
づ
く
言
葉
と
考
え
た
の
は
、
専
ら
宗
密
『
盂
蘭

盆
経
疏
』
で
の
同
語
の
理
解
に
負
っ
て
い
る
。
宗
密
に
よ
れ
ば
、
中
国
在
来
の
信
仰
に
お
い
て
は
祖
先
を
指
す
語
だ
が
、
仏
教
で
は
輪
廻
各
世

の
実
の
父
母
を
指
す
の
だ
と
い
う
。
対
し
て
、
竹
田
聴
洲
が
注
目
し
た
の
は
、『
盂
蘭
盆
経
』
に
先
立
つ
『
中
阿
含
経
』
で
は
、
漢
訳
・
パ
ー

リ
語
訳
を
対
照
す
る
限
り
、「
七
世
父
母
」
が
父
系
・
母
系
の
祖
先
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
態
は
儒
教
的
・
仏
教
的

と
二
分
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、「
七
世
父
母
」
が
両
親
と
祖
先
の
ど
ち
ら
を
指
す
か
は
自
明
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
密
説
を
見
る

だ
け
で
は
彼
の
と
る
輪
廻
説
的
解
釈
が
何
時
ま
で
遡
る
も
の
か
も
不
明
の
ま
ま
で
、
意
味
の
違
い
が
時
期
差
に
還
元
さ
れ
る
可
能
性
も
残
る
。

　

但
し
、
ひ
と
ま
ず
斉
明
朝
に
だ
け
限
定
し
て
言
え
ば
、「
七
世
父
母
」
は
輪
廻
説
的
用
法
で
解
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、『
西
琳
寺
文
永
注

記
』
所
載
斉
明
天
皇
五
年
金
銅
阿
弥
陀
仏
造
像
記
に
は
、「
現
世
親
族
福
延
㆓

万
世
㆒、
七
世
父
母
隨
㆑

意
往
生
。」
と
「
現
世
」
と
対
句
で
「
七

世
」
が
用
い
ら
れ
、
冒
頭
部
に
「
四
生
殊
㆑

菓
、
六
道
各
回
。」
と
の
輪
廻
転
生
の
世
界
観
を
示
す
文
句
も
あ
る
の
で
、
こ
の
「
七
世
父
母
」
は
、

現
世
の
前
に
転
生
し
た
数
度
の
過
去
世
に
お
け
る
両
親
を
意
味
す
る
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
法
隆
寺
所
蔵
推
古
天
皇
三
十
六
年
金
銅
釈
迦
三

尊
造
像
記
に
も
「
七
世
四
恩
・
六
道
四
生
」
と
あ
る
。
中
林
は
仏
教
的
に
は
元
来
輪
廻
説
的
用
法
だ
っ
た
と
し
つ
つ
、
な
お
理
由
を
明
示
せ
ず

祖
先
と
解
釈
す
る
が
、
六
道
輪
廻
説
に
基
づ
く
熟
語
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
た
「
七
世
」
で
あ
れ
ば
、
祖
先
と
解
し
て
は
据
わ
り
が
悪
い
。
以

上
か
ら
、【
史
料
⑥
】
に
盂
蘭
盆
経
講
を
勧
め
て
「
使
㆑

報
㆓

七
世
父
母
㆒

」
と
あ
る
の
を
反
射
的
に
先
祖
の
た
め
と
解
し
て
は
不
安
で
あ
る
。

　

次
い
で
同
時
期
の
中
国
に
お
け
る
『
盂
蘭
盆
経
』
の
「
七
世
父
母
」
の
理
解
を
窺
う
と
、
七
世
紀
の
偽
経
で
あ
る
『
浄
土
盂
蘭
盆
経
』
に
は

目
連
と
そ
の
母
は
五
百
世
前
に
も
親
子
だ
っ
た
と
語
ら
れ
て
お
り
、
初
唐
の
製
疏
で
あ
る
『
盂
蘭
盆
経
讃
述
』
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
⑦
】『
盂
蘭
盆
経
讃
述
』（『
大
正
蔵
』
八
五
─
五
四
二
中
）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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（
前
略
）
当
為
七
世
父
母
者
酬
㆓

遠
恩
㆒

也
。
則
七
生
父
母
。
現
在
者
益
㆓

近
恩
㆒

也
。
則
親
生
父
母
。
然
親
累
㆓

七
世
㆒、
障
㆓

覆
載
㆒

之
、
難
㆑

違
恩
及
㆓

幽
衆
㆒、

顕
㆓

含
育
之
罔
極
㆒。
所
以
、
目
連
小
志
唯
請
㆓

近
親
㆒、
大
聖
慈
寛
愛
及
㆓

七
世
㆒

也
。（
後
略
）

　

ま
ず
、「
七
世
」
を
隔
て
る
の
は
「
親
」
で
あ
り
、
そ
の
懸
隔
が
天
地
を
意
味
す
る
「
覆
載
」
に
よ
っ
て
時
間
的
に
で
は
な
く
空
間
的
に
表

現
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
加
え
て
重
視
す
べ
き
は
「
罔
極
」
の
語
で
、
前
章
に
も
引
い
た
が
『
顔
子
家
訓
』
に
「
若
報
㆓

罔
極
之

徳
・
霜
露
之
悲
㆒、
有
時
斎
供
、
及
七
月
十
五
日
盂
蘭
盆
、
望
㆓

於
汝
㆒

也
。」
と
あ
る
通
り
盂
蘭
盆
経
説
と
親
和
的
な
語
句
で
あ
り
、
更
に
遡
れ

ば
『
詩
経
』
小
雅
の
蓼
莪
に
「
父
兮
生
㆑

我
、
母
兮
鞠
㆑

我
。
拊
㆑

我
畜
㆑

我
、
長
㆑

我
育
㆑

我
。
顧
㆑

我
復
㆑

我
、
出
入
腹
㆑

我
。
欲
㆑

報
之
徳
、
昊
天

罔
㆑

極
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
の
両
親
が
手
ず
か
ら
育
て
て
く
れ
た
恩
の
無
窮
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
【
史
料
⑦
】
の
「
障
㆓

覆
載
㆒

之
」
以
下
は
、
過
去
世
の
両
親
は
数
度
の
転
生
に
よ
り
住
す
る
六
界
を
異
に
す
る
か
ら
、
自
身
を
育
て
て
く
れ
た
者
へ
の
報
恩
は
現
に
両
親
が

存
命
で
も
死
者
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
親
の
恩
が
永
遠
・
無
限
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
の
意
味
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
こ
う
し
た
解
釈
の
由
来
で
あ
る
盂
蘭
盆
経
説
を
見
る
と
、「
罔
極
」
で
あ
る
養
育
の
恩
は
【
史
料
③
】
に
「
乳
哺
之
恩
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
盂
蘭
盆
経
説
は
、『
讃
述
』
の
通
り
釈
迦
の
説
教
部
分
に
至
っ
て
、
救
済
対

象
が
「
七
世
父
母
」
に
拡
大
す
る
。
ま
た
、『
盂
蘭
盆
経
』
で
は
釈
迦
説
教
後
の
目
連
の
言
葉
と
し
て
「
若
未
来
世
一
切
仏
弟
子
行
㆓

孝
順
㆒

者
、

亦
応
㆘

奉
㆓

此
盂
蘭
盆
㆒、
救
㆗

度
現
在
父
母
乃
至
七
世
父
母
㆖。」
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
冒
頭
の
「
乳
哺
之
恩
」
以
来
、
経
説
の
主
題
は
、

途
中
で
「
七
世
父
母
」
が
登
場
し
て
な
お
、
実
の
父
母
へ
の
孝
行
に
あ
り
、
確
か
に
孝
恩
の
対
象
に
「
七
世
父
母
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
加
え
て
「
未
来
世
」
と
あ
る
点
か
ら
は
過
現
未
三
世
の
輪
廻
説
的
世
界
観
も
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
盂
蘭
盆
経
説
自
体
に
照

ら
し
て
も
、「
七
世
父
母
」
を
祖
先
と
解
し
て
は
文
脈
に
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
、
過
去
世
で
の
両
親
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、
竹
田
の
立
脚
し
た
『
中
阿
含
経
』
と
『
盂
蘭
盆
経
』
と
で
は
、「
七
世
父
母
」
の
用
法
は
異
な
る
。
そ
こ
で
改
め
て
『
中
阿
含

経
』
で
の
文
脈
を
確
認
す
る
と
、「
為
㆓

父
母
所
㆒㆑

挙
、
受
㆑

生
清
浄
。
乃
至
七
世
父
母
、
不
㆑

絶
㆓

種
族
㆒

生
生
無
㆑

悪
。」
と
用
い
ら
れ
、『
長
阿
含

経
』
の
慣
用
句
「
七
世
以
来
父
母
真
正
、
不
㆑

為
㆔

他
人
之
所
㆓

軽
毀
㆒。」
と
同
じ
く
、
登
場
人
物
の
血
統
に
言
及
す
る
際
に
「
七
世
父
母
」
は
見

⑨

⑩

⑪
⑫
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⑭

⑮
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出
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
用
法
は
、
次
の
通
り
両
阿
含
経
に
翻
訳
が
先
立
つ
後
漢
・
三
国
時
代
の
訳
経
に
も
共
通
し
て
い
る
。

【
史
料
⑧
】『
大
明
度
経
』
遠
離
品
（『
大
正
蔵
』
八
─
四
九
八
下
）

（
前
略
）
仏
言
、
其
人
審
至
㆑

誠
者
、
弊
邪
往
到
㆑

前
曰
、
若
本
作
㆑

是
、
住
㆓

本
字
㆒、
某
以
受
決
。
欲
㆘

以
㆓

是
語
㆒

乱
院之
。（
中
略
）
邪
反
覆
往
、
説
㆓

昔
受

決
事
、
并
七
世
父
母
中
外
宗
家
姓
字
、
若
在
某
国
県
郷
生
㆒。（
後
略
）

【
史
料
⑨
】『
道
行
般
若
経
』
遠
離
品
（『
大
正
蔵
』
八
─
四
六
〇
中
）

（
前
略
）
魔
時
時
変
服
、
往
作
㆓

是
語
㆒

言
、
過
去
怛
薩
阿
竭
阿
羅
呵
三
耶
三
仏
授
若
受
㆓

阿
耨
多
羅
三
耶
三
菩
㆒、
若
本
字
某
、
若
母
字
某
、
若
父
字
某
、
若

兄
字
某
、
若
姉
字
某
、
若
弟
字
某
、
若
親
厚
字
某
、
若
知
識
字
某
、
若
父
母
兄
字
某
、
若
七
世
祖
父
母
字
某
、
若
母
外
家
字
某
、
若
父
外
家
字
某
、
若
在
㆓

某
城
㆒

生
、
若
在
㆓

某
国
㆒

生
、
若
在
㆓

某
郡
㆒

生
、
若
在
㆓

某
県
㆒

生
、
若
在
㆓

某
郷
㆒

生
。（
後
略
）

　

要
す
る
に
【
史
料
⑧
】
で
は
、
菩
薩
が
過
去
世
に
お
い
て
何
者
で
あ
り
、
何
処
の
生
ま
れ
で
、
当
時
の
仏
に
よ
り
彼
の
悟
り
は
約
束
さ
れ
て

い
た
の
だ
と
惑
わ
す
悪
魔
の
言
葉
の
な
か
に
「
七
世
父
母
」
は
見
え
、
父
母
に
至
る
双
方
数
代
の
先
祖
を
言
う
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
文

脈
は
先
行
異
訳
で
あ
る
【
史
料
⑨
】
を
み
れ
ば
更
に
明
瞭
で
あ
り
、
事
実
「
七
世
祖
父
母
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
し
て
中
林
の
理
解

と
は
逆
に
、
本
来
「
七
世
父
母
」
は
漢
訳
仏
典
で
も
先
祖
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
盂
蘭
盆
経
』
で
は
異
質
の
用

法
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
用
法
の
転
機
が
何
処
か
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
竹
田
が
『
中
阿
含
経
』
と
『
盂
蘭
盆

経
』
と
の
文
脈
の
違
い
、
つ
ま
り
、
後
者
で
は
「
七
世
父
母
」
が
追
善
対
象
に
据
え
ら
れ
て
い
る
と
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

文
脈
と
不
可
分
の
用
法
で
あ
る
以
上
、「
七
世
父
母
」
の
意
味
の
転
轍
は
こ
う
し
た
文
脈
の
変
化
と
軌
を
一
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
七
世
父
母
」
の
為
に
何
事
か
作
す
と
の
追
善
的
・
利
他
的
行
文
を
と
る
経
典
を
他
に
探
す
と
、
七
世
紀
以
前
の
訳
経
で
は
、

『
開
元
釈
教
録
』
に
先
立
つ
諸
経
録
が
『
盂
蘭
盆
経
』
と
同
本
異
訳
と
し
た
『
報
恩
奉
盆
経
』『
般
泥
洹
後
灌
臘
経
』、
更
に
は
『
灌
洗
仏
形
像

経
』
を
挙
げ
得
る
ば
か
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
共
通
し
て
四
月
八
日
あ
る
い
は
七
月
十
五
日
の
仏
事
を
主
題
と
し
て
お
り
、
背
景
を
同
じ
く
す

る
歴
史
的
経
緯
の
も
と
に
撰
述
さ
れ
た
と
思
し
い
。
こ
の
点
、
古
市
晃
は
こ
れ
ら
諸
経
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
竹
田
説
を
進
め
て
釈
迦
の
誕
生

⑯
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日
で
あ
る
四
月
八
日
の
灌
仏
行
事
に
も
祖
先
祭
祀
の
願
意
が
認
め
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の
主
な
論
拠
を
ま
と
め
れ
ば
、
ま
ず
『
灌
洗
仏

形
像
経
』
に
灌
仏
の
願
意
と
し
て
「
皆
為
㆔

七
世
父
母
五
種
親
族
兄
弟
妻
子
在
㆓

厄
難
中
㆒

故
」
と
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
般
泥
洹
後
灌
臘
経
』

に
み
え
る
「
四
月
八
日
七
月
十
五
日
灌
臘
」
を
灌
仏
と
理
解
し
、
同
経
後
半
の
「
七
月
十
五
日
、
自
向
㆓

七
世
父
母
五
種
親
属
㆒、
有
㆘

墮
㆓

悪
道
㆒

勤
㆓

苦
劇
㆒

者
㆖、
因
㆑

仏
作
㆓

礼
福
㆒、
欲
㆑

令
㆑

解
㆓

脱
憂
苦
㆒。
名
為
㆓

灌
臘
㆒。」
と
い
う
説
明
に
よ
っ
て
、
灌
仏
の
利
益
と
し
て
「
七
世
父
母
」
救
済

を
見
出
し
た
こ
と
の
二
点
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
本
節
の
論
証
の
通
り
「
七
世
父
母
」
を
祖
先
と
み
る
の
は
自
明
で
な
く
、
特
に
後
者
で
は
七

月
十
五
日
の
仏
事
に
つ
き
、
盂
蘭
盆
経
説
と
相
似
な
追
善
的
・
利
他
的
用
法
で
「
七
世
父
母
」
の
語
を
使
う
点
、
寧
ろ
輪
廻
説
的
用
法
と
解
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
や
は
り
先
の
四
経
の
成
立
背
景
に
系
譜
的
祖
先
観
念
は
無
関
係
で
あ
り
、
文
脈
の
共
通
こ
そ
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
そ
も
そ
も
前
者
の
説
く
利
益
は
『
盂
蘭
盆
経
』
と
は
異
な
り
「
為
㆓

十
方
五
道
中
勤
㆒㆑

苦
故
、
為
㆘

仏
人
民
愚
癡
不
院信
㆓

仏
道
㆒

故
」
な
ど

の
諸
利
益
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
後
者
の
七
月
十
五
日
の
「
作
㆓

礼
福
㆒

」
云
々
に
つ
い
て
も
、「
名
為
㆓

灌
臘
㆒

」
と
さ
れ
る
が
具
体
的

に
灌
仏
を
指
す
表
現
に
よ
っ
て
語
ら
れ
ず
、
更
に
は
「
福
」
に
供
物
の
胙
の
意
味
が
あ
る
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
専
ら
食
物
供
養
を
意
味
す
る

「
臘
」
に
比
重
が
あ
る
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
灌
臘
」
と
は
灌
仏
で
は
な
く
、
四
月
八
日
の
灌
仏
と
七
月
十
五
日
の
臘
仏
と
を
一

度
に
表
現
す
る
語
と
考
え
ら
れ
、
も
と
よ
り
灌
仏
の
利
益
と
し
て
「
七
世
父
母
」
救
済
は
強
調
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
古
市
説
の
検
討
を
通
じ
て
改
め
て
知
ら
れ
る
の
は
、
盂
蘭
盆
経
説
こ
そ
が
主
と
し
て
「
七
世
父
母
」
の
為
の
仏
事
を
説
く
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
、
輪
廻
説
的
用
法
へ
の
転
機
は
先
の
諸
経
の
中
で
も
盂
蘭
盆
経
説
の
成
立
に
あ
っ
た
と
目
さ
れ
、
更
に
言
え
ば
輪
廻
説
的
用
法

の
厳
密
化
と
い
う
点
で
は
『
盂
蘭
盆
経
』
の
成
立
こ
そ
一
番
の
画
期
だ
っ
た
と
限
定
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
小
南
一
郎
が
盂
蘭

盆
関
係
訳
経
の
先
後
関
係
を
示
す
際
に
着
目
し
た
『
報
恩
奉
盆
経
』
に
は
無
い
『
盂
蘭
盆
経
』
で
の
加
筆
の
一
例
と
し
て
、
前
者
で
は
「
為
七

世
父
母
」
と
単
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
「
為
㆓

七
世
父
母
及
現
在
父
母
㆒

」
と
対
表
現
を
と
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
表

現
は
、『
盂
蘭
盆
経
』
新
出
部
分
の
「
為
㆓

所
生
現
在
父
母
・
過
去
七
世
父
母
㆒

」
の
表
現
に
特
に
顕
著
な
通
り
、「
七
世
父
母
」
を
現
世
の
両
親

と
対
置
す
る
こ
と
で
、
解
釈
の
余
地
を
輪
廻
説
的
用
法
に
限
定
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
同
様
の
対
置
表
現
は
『
大
正
蔵
』
に
よ
る
限
り
先
の
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諸
経
な
い
し
仏
典
一
般
に
お
い
て
も
『
盂
蘭
盆
経
』
固
有
の
要
素
で
あ
り
、
先
に
み
た
「
孝
恩
」
や
「
未
来
世
」
の
語
も
『
盂
蘭
盆
経
』
新
出

部
分
に
表
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
同
経
に
お
け
る
増
補
改
変
に
よ
っ
て
こ
そ
、
救
済
対
象
と
し
て
の
「
七
世
父
母
」
は
過
去
世
に
お
け
る
両
親

と
し
て
、
先
祖
を
意
味
し
た
従
来
の
系
譜
的
用
法
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
な
く
明
確
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

『
盂
蘭
盆
経
』
の
普
及
時
期
に
つ
い
て
は
、
北
朝
期
の
造
像
銘
に
「
七
世
父
母
」
を
「
所
生
父
母
」
と
対
で
用
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、

六
世
紀
初
頭
に
は
そ
う
し
た
事
例
を
確
認
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
同
時
期
撰
述
の
仏
教
類
書
『
経
律
異
相
』
は
「
出
㆓

盂
蘭
経
㆒

」
と
し
て
現
行

『
報
恩
奉
盆
経
』
の
文
章
を
引
用
す
る
と
岩
本
が
指
摘
し
て
お
り
、
当
時
に
は
前
身
経
典
以
上
の
知
名
度
を
有
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
成
立
時
期
か
ら
間
も
な
い
六
世
紀
前
半
に
は
既
に
広
ま
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
下
で

は
、
追
善
的
・
利
他
的
文
脈
に
お
け
る
「
七
世
（
父
母
）」
は
単
体
・
対
置
の
別
無
く
輪
廻
説
的
用
法
で
解
釈
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
実
際
、

こ
の
用
法
は
本
節
は
じ
め
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
七
世
紀
以
後
の
日
本
の
金
石
文
に
も
通
じ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
盂
蘭
盆
経
説
に
お
い
て
「
七
世
父
母
」
は
過
去
世
の
両
親
を
意
味
し
、『
盂
蘭
盆
経
』
に
よ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
輪
廻
説
的
用
法

が
厳
密
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
典
を
講
説
す
る
法
会
が
祖
先
に
対
す
る
信
仰
や
系
譜
意
識
な
ど
に
通
底
す

る
と
は
考
え
難
く
、
盂
蘭
盆
会
と
は
報
い
る
べ
き
養
育
の
恩
を
過
去
世
に
ま
で
敷
衍
し
た
親
孝
行
の
仏
事
な
の
で
あ
る
。

2　

推
古
紀
「
設
斎
」
の
「
斎
会
」
化

　

前
節
を
踏
ま
え
る
と
、【
史
料
④
】「
四
月
八
日
七
月
十
五
日
設
斎
」
の
恒
例
化
は
、
在
来
の
祖
先
観
と
は
無
関
係
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
加
え
て
、
序
で
触
れ
た
辛
嶋
説
の
通
り
七
月
十
五
日
の
仏
僧
へ
の
供
食
は
元
来
自
恣
後
の
行
事
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
時
期
の
中
国
で
は

既
に
盆
供
と
し
て
営
ま
れ
て
い
て
も
、
日
本
の
こ
の
設
斎
が
そ
う
で
あ
っ
た
か
は
字
面
か
ら
し
て
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
通
説
の
先
入
見
か

ら
離
れ
て
み
れ
ば
如
何
な
る
仏
事
と
し
て
当
該
設
斎
を
評
価
し
う
る
か
。
注
目
す
る
べ
き
は
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
⑩
】『
日
本
書
紀
』
大
化
三
年
（
六
四
七
）
是
歳
条

㉘

㉙

㉚

㉛
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制
㆓

七
色
一
十
三
階
之
冠
㆒。
一
曰
㆓

織
冠
㆒。
有
㆓

大
小
二
階
㆒。
以
㆑

織
為
㆑

之
、
以
㆑

繍
裁
㆓

冠
之
縁
㆒。
服
色
並
用
㆓

深
紫
㆒。（
中
略
）
此
冠
者
大
会
、
饗
客
、
四
月

七
月
斎
時
所
㆑

着
焉
。

　

新
冠
位
制
の
制
定
に
よ
り
位
毎
の
冠
の
作
り
方
が
織
冠
以
下
示
さ
れ
た
同
条
文
で
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
の
は
、
最
後
の
位
冠
着
用
場
面
の

指
示
で
あ
る
。「
大
会
」
は
具
体
的
に
不
明
だ
が
、
蕃
客
へ
の
饗
宴
で
あ
る
「
饗
客
」
と
共
に
当
該
設
斎
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
先
ず
こ
の
セ

ッ
ト
関
係
か
ら
は
、
蕃
客
と
僧
尼
と
は
大
宝
令
制
以
後
の
日
本
で
は
玄
蕃
寮
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
実
際
、
職
員
令
に
は

「
讌
饗
」「
供
斎
」
と
そ
の
ま
ま
「
饗
客
」「
四
月
七
月
斎
」
に
対
応
す
る
よ
う
な
職
掌
も
見
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
繋
が
り
は
礼
制
を
介
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
冠
位
制
は
律
令
制
下
の
礼
制
の
基
本
要
素
で
あ
る
か
ら
、
冠
位
を
制
定
し
た
大
化
三
年
是
歳

条
そ
れ
自
体
も
礼
の
整
備
と
い
う
性
格
を
有
し
、
更
に
玄
蕃
寮
の
職
掌
は
そ
の
ま
ま
所
管
官
司
の
治
部
省
の
そ
れ
で
、
唐
の
礼
部
か
ら
継
受
し

た
も
の
だ
っ
た
。
実
際
、
藤
原
仲
麻
呂
政
権
期
に
治
部
省
を
礼
部
省
に
改
称
す
る
理
由
は
「
僧
尼
賓
客
誠
応
㆑

尚
㆑

礼
」
た
め
で
あ
り
、
こ
の
点
、

「
饗
客
」「
四
月
七
月
斎
」
で
は
外
国
使
節
・
僧
尼
に
対
し
礼
を
表
現
す
る
た
め
に
位
冠
の
着
用
が
求
め
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

但
し
、
こ
う
し
た
両
日
設
斎
の
意
義
付
け
は
【
史
料
⑩
】
で
新
た
に
付
与
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年

八
月
癸
卯
条
に
は
、
推
古
朝
の
仏
教
受
容
を
省
み
て
、「
於
㆓

小
墾
田
宮
御
宇
之
世
㆒、
馬
子
宿
禰
奉
㆓

為
天
皇
㆒

造
㆓

丈
六
繍
像
丈
六
銅
像
㆒、
顕
㆓

揚

仏
教
㆒、
恭
㆓

敬
僧
尼
㆒。」
と
あ
り
【
史
料
④
】
に
照
応
す
る
が
、
造
仏
が
「
顕
㆓

揚
仏
教
㆒

」
し
て
も
「
恭
㆓

敬
僧
尼
㆒

」
と
直
接
に
は
結
び
つ
き
難

く
、
当
該
設
斎
を
踏
ま
え
た
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
元
興
寺
本
尊
の
完
成
に
伴
う
恒
例
化
当
初
に
、
既
に
当
該
設
斎

は
僧
尼
へ
の
敬
礼
を
表
現
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
こ
の
機
能
こ
そ
両
日
設
斎
を
導
入
し
た
目
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

僧
尼
に
礼
を
表
現
す
る
理
由
と
し
て
は
、
一
つ
に
彼
等
が
信
仰
対
象
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
と
は
別
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
僧
尼
の
客
人
的
性
格
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
尼
は
自
ら
生
産
活
動
に
従
事
し
自
活
す
る
こ
と
を
戒
律
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、

食
事
を
俗
人
か
ら
の
供
養
に
頼
っ
て
お
り
、
実
際
、
日
本
古
代
の
僧
尼
は
「
設
斎
」「
斎
会
」
に
招
か
れ
て
俗
人
と
互
酬
的
に
交
流
し
て
い
た
。

大
仏
開
眼
会
で
菩
提
僊
那
・
隆
尊
を
招
待
す
る
聖
武
天
皇
の
口
実
が
「
設
斎
」
だ
っ
た
の
も
こ
の
た
め
で
、
自
恣
日
の
供
食
行
事
も
元
来
は
こ
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う
し
た
僧
尼
の
性
格
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
共
に
「
礼
」
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
蕃
客
に
対
し
て
も
、
着
冠
は
供
食
儀
礼
で
あ
る
「
饗

客
」
に
お
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
単
に
信
仰
対
象
と
し
て
僧
尼
を
捉
え
る
だ
け
で
は
「
四
月
七
月
斎
」
を
敢
え
て
選
び
着
冠
さ
せ
た
理

由
が
曖
昧
に
な
る
。
こ
の
点
、
大
化
三
年
冠
制
は
蕃
客
と
僧
尼
と
を
国
家
的
食
客
と
し
て
礼
遇
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
四
月

八
日
と
七
月
十
五
日
の
仏
事
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
は
、
古
市
晃
が
中
国
に
幾
つ
か
先
例
を
指
摘
す
る
が
、
加
え
て
重
要
な
の
は
、『
荊
楚
歳

時
記
』
に
よ
る
限
り
、
年
中
行
事
化
し
て
い
る
仏
寺
へ
の
供
食
行
事
が
両
日
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、【
史
料
④
】
の

推
古
紀
両
日
設
斎
は
、
僧
尼
の
客
人
的
性
格
に
由
来
す
る
行
事
を
わ
ざ
わ
ざ
導
入
し
た
も
の
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
七
月
十
五
日
設
斎
の
導
入
理
由
を
、
竹
田
は
在
来
の
祖
先
信
仰
と
の
結
合
に
求
め
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
見
方
を
と
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
前
節
の
通
り
で
あ
る
。
代
わ
る
私
見
と
し
て
は
、
推
古
朝
が
日
本
で
初
め
て
仏
教
を
全
面
的
に
公
認
し
た
時
期
だ
っ
た
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
時
期
に
、
僧
尼
の
本
質
で
あ
る
客
人
的
性
格
に
根
ざ
し
た
供
食
行
事
を
他
の
法
会
よ
り
も
特
に
先
ん

じ
て
、
し
か
も
一
部
の
寺
院
で
は
な
く
「
毎
㆑

寺
」
に
導
入
し
て
僧
尼
へ
の
敬
礼
を
表
現
さ
せ
た
点
に
、
自
活
し
な
い
異
質
異
形
の
僧
尼
の
存

在
を
肯
定
し
、
社
会
に
根
付
か
せ
る
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
推
古
朝
に
恒
例
化
さ
れ
た
両
節
日
設
斎
は
、
供
食
に
よ
り
僧
尼
へ
の
礼
を
表
現
す
る
儀
礼
だ
っ
た
。
但
し
、
あ
る
時
期
以
降
は

講
経
も
取
り
込
ん
で
実
質
的
に
法
会
と
し
て
執
行
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
点
、
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
⑪
】『
延
喜
式
』
民
部
省
下
37

凡
下
野
国
薬
師
寺
四
月
八
日
七
月
十
五
日
両
斎
会
、
布
施
便
以
㆓

当
国
庸
布
一
百
六
十
三
段
㆒

充
。
但
供
養
用
㆓

正
税
三
百
八
束
四
把
六
分
㆒。

　

直
接
講
経
を
語
ら
な
い
こ
の
条
文
だ
が
、
ま
ず
「
布
施
」
と
「
供
養
」
と
、
天
平
期
の
正
税
帳
同
様
に
区
分
さ
れ
て
い
る
二
種
の
費
用
が
重

要
で
あ
る
。
ま
ず
「
布
施
」
は
、『
延
喜
式
』
で
は
例
え
ば
玄
蕃
寮
29
に
一
代
一
講
の
仁
王
会
に
つ
い
て
「
講
師
」「
読
師
」「
法
用
」「
定
坐
沙

弥
」
と
別
々
に
設
定
さ
れ
る
通
り
、
法
会
の
役
職
な
い
し
仕
事
に
応
じ
た
僧
尼
の
報
酬
と
も
言
う
べ
き
費
用
で
、
基
本
的
に
繊
維
品
な
い
し
貨

幣
で
与
え
ら
れ
た
。
も
う
一
方
の
「
供
養
」
は
、『
延
喜
式
』
大
膳
職
下
に
い
く
つ
も
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
仏
事
の
際
に
仏
僧
へ
供
え
る

㊷

㊸

㊹

㊺

㊻

㊼

㊽
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食
事
の
こ
と
で
、
原
則
役
職
で
差
別
せ
ず
平
等
に
配
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
式
条
文
の
「
四
月
八
日
七
月
十
五
日
両
斎
会
」
の
う
ち
、
推
古
朝
以

来
の
「
設
斎
」
が
「
供
養
」
に
相
当
し
、
恒
例
化
当
初
に
は
無
い
何
ら
か
の
経
典
講
読
が
加
わ
っ
た
結
果
、「
布
施
」
の
財
源
を
要
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
推
古
紀
「
設
斎
」
が
「
斎
会
」
に
変
じ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
御
斎
会
」
が
一

番
の
好
例
で
あ
る
よ
う
に
、「
斎
会
」
は
字
面
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
単
な
る
供
養
会
で
は
な
く
、
講
経
法
会
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
何
が
講
説
さ
れ
た
か
。
参
考
と
な
る
の
が
東
大
寺
の
年
中
行
事
で
あ
る
。『
東
大
寺
要
録
』
諸
会
章
に
よ
れ
ば
、
四
月
八
日
は

「
講
浴
像
経
」、
七
月
十
五
日
に
は
「
夏
講
結
願
」
と
「
盂
蘭
盆
講
」
が
あ
り
、
両
日
だ
け
に
「
伎
楽
会
」
が
執
行
さ
れ
た
。
こ
の
経
典
講
説

と
楽
舞
と
は
共
に
八
世
紀
時
点
で
既
に
東
大
寺
の
恒
例
行
事
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
古
代
東
大
寺
の
「
伎
楽
会
」

を
伝
え
る
「
楽
具
欠
失
解
」
か
ら
仏
事
の
呼
称
を
拾
う
と
、「
七
月
十
五
日
会
」「
四
月
八
日
会
」「
月
八
日
斎
会
」
な
ど
日
付
呼
び
が
特
徴
で

あ
る
。
そ
し
て
、
東
大
寺
同
様
に
大
安
寺
・
西
大
寺
・
法
華
寺
・
秋
篠
寺
な
ど
の
平
城
京
内
寺
院
で
も
、「
四
月
八
日
七
月
十
五
日
斎
会
」
に

て
伎
楽
の
演
奏
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
『
延
喜
式
』
雅
楽
寮
7
か
ら
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
伎
楽
演
奏
と
い
う
共
通
点
も
頼
り
に
東
大
寺
の

例
を
更
に
敷
衍
す
れ
ば
、
推
古
朝
以
来
の
恒
例
設
斎
は
、
奈
良
時
代
に
は
在
京
寺
院
を
中
心
に
「
斎
会
」
に
変
じ
て
お
り
、
特
に
七
月
十
五
日

は
『
盂
蘭
盆
経
』
を
講
じ
る
法
会
、
つ
ま
り
盂
蘭
盆
会
が
開
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
翻
れ
ば
、
七
月
十
五
日
斎
会
が
「
布
施
」
を
要
し

た
こ
と
は
、
盂
蘭
盆
会
が
講
経
法
会
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
表
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
斎
会
」
化
の
契
機
は
両
日
と
も
同
じ
と
は
限
ら
な
い
。
但
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
灌
仏
自
体
が
早
く
に
行
わ
れ
た
ら
し
い
が
、
灌

仏
経
講
は
先
の
東
大
寺
の
事
例
ま
で
知
ら
れ
ず
、
開
始
時
期
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
対
し
て
後
者
の
場
合
は
、
盂
蘭
盆
経
講
に
よ
り

「
斎
会
」
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
前
章
の
通
り
斉
明
朝
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
導
入
が
画
期
と
な
る
。
在
京
寺
院
中
心
と
い
う
点
で
は
、

【
史
料
⑥
】
の
斉
明
天
皇
五
年
に
お
け
る
「
京
内
諸
寺
」
へ
の
勧
講
が
直
接
影
響
し
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
改
め
て
そ
の
勧
講
理
由
を
窺
う

と
、「
使
㆑

報
㆓

七
世
父
母
㆒

」
な
ど
と
推
古
紀
設
斎
が
盆
供
で
あ
れ
ば
当
然
具
え
て
い
た
は
ず
の
利
益
を
期
待
し
て
お
り
、
や
は
り
講
経
に
よ
り

経
説
が
普
及
し
な
く
て
は
盆
供
と
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
点
、
盂
蘭
盆
経
講
が
セ
ッ
ト
で
営
ま
れ
始
め
た
か
ら
こ
そ
、
本
来
は
僧

㊾

㊿
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尼
へ
礼
を
表
現
し
た
「
設
斎
」
の
「
供
養
」
要
素
が
盆
供
に
変
じ
た
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
前
章
で
は
講
経
法
会
で
あ
る
盂
蘭

盆
会
の
画
期
と
し
て
斉
明
朝
を
考
え
た
が
、
盆
行
事
自
体
に
拡
げ
て
も
当
該
時
期
が
起
源
だ
っ
た
。
更
に
言
え
ば
推
古
朝
以
来
の
僧
尼
礼
遇
の

歴
史
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
彼
等
が
独
特
の
救
済
機
能
を
増
し
た
と
見
ら
れ
る
点
で
も
、
斉
明
朝
は
転
機
だ
っ
た
と
評
価
し
得
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
の
「
然
父
母
有
㆓

遠
近
㆒。
恩
有
㆓

軽
重
㆒。
報
有
㆓

分
全
㆒。

遠
者
七
世
乃
至
多
世
、
近
者
即
生
㆓

此
身
㆒。
七
世
者
、
外
教
所
㆑

宗
、
人
以
㆓

形
質
㆒

為
㆑

本
。
伝
㆑

体
相
続
。
以
㆓

父
祖
已
上
㆒

為
㆓

七
世
㆒

故
、
偏
尊
㆓

於
父
㆒。
仏
教
所
㆑

宗
、

人
以
㆓

霊
識
㆒

為
㆑

本
。
四
大
形
質
為
㆓

霊
識
所
㆒㆑

依
。
世
世
生
生
皆
有
㆓

父
母
㆒、
生
㆓

養
此
身
㆒。
已
去
乃
至
七
生
所
生
父
母
為
㆓

七
世
㆒

也
。」（『
大
正
蔵
』
三
九
─
五
〇

八
上
）
や
「
七
世
者
所
生
父
母
、
不
㆑

同
㆓

儒
教
上
代
祖
宗
㆒。」（『
大
正
蔵
』
三
九

─
五
一
〇
下
）。

竹
田
聴
洲
「
七
世
父
母
攷
─
日
本
仏
教
受
容
と
祖
先
信
仰
─
」（
序
註
①
前

掲
）
の
特
に
註
16
。

実
際
、
陳
志
遠
「
中
山
七
帝
寺
興
廃
考
─
解
釈
《
隋
重
修
七
帝
寺
碑
》
─
」

（『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
五
、
二
〇
二
二
年
）
は
、
五
～
六
世
紀
中
国
の
造
像

銘
に
み
え
る
「
七
世
祖
宗
」
や
「
七
世
先
霊
」
の
表
現
か
ら
し
て
宗
密
の
理
解
は

後
発
的
な
も
の
で
、
当
時
は
「
七
世
父
母
」
を
七
代
祖
先
と
同
じ
と
見
做
す
理
解

が
主
流
だ
っ
た
ら
し
い
と
言
う
。

「
蓋
聞
、
法
身
無
相
、
非
㆓

以
㆑

色
求
㆒。
本
姓
寂
寥
、
非
㆘

以
㆓

生
滅
㆒

得
㆖。
但
、
四

生
殊
㆑

菓
、
六
道
各
回
。
所
以
、
法
蔵
比
丘
卌
八
願
、
□
輩
往
生
。
是
以
、
書
大

阿
斯
高
君
子
、
支
弥
高
首
、
修
㆓

行
仏
法
㆒、
草
㆓

創
西
林
寺
㆒。
復
以
子
栴
檀
高
首
・

土
師
長
兄
高
連
・
羊
古
首
・
韓
会
古
首
、
敢
奉
㆓

塔
寺
㆒。
宝
元
五
年
癸
未
正
月
、

二
種
智
識
敬
造
㆓

弥
陀
仏
像
并
二
菩
薩
㆒。
願
此
功
徳
、
現
世
親
族
福
延
㆓

万
世
㆒、
七

世
父
母
隨
㆑

意
往
生
、
含
霊
之
類
同
㆓

斯
福
力
㆒。」（
加
藤
謙
吉
「『
西
琳
寺
文
永
注

記
』
に
つ
い
て
」、
小
林
真
由
美
・
北
條
勝
貴
・
増
尾
伸
一
郎
『
寺
院
縁
起
の
古

層
─
注
釈
と
研
究
─
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
に
拠
る
）。

「
六
道
」
は
衆
生
が
生
死
を
繰
り
返
す
六
界
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・

人
間
・
天
）
で
、「
四
生
」
は
衆
生
を
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
の
生
ま
れ
方

の
相
違
で
把
握
し
た
も
の
（
中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』、
序
註
⑩
前
掲
、

「
ろ
く
ど
う
」「
し
し
ょ
う
（【
四
生
】）」
の
項
）。

「
戊
子
年
十
二
月
十
五
日
、
朝
風
文
将
其
・
零
済
師
・
慧
灯
、
為
㆓

嗽
加
大
臣
㆒、

誓
願
、
敬
造
㆓

釈
迦
仏
像
㆒。
以
㆓

此
願
力
㆒、
七
世
四
恩
、
倶
成
㆓

正
覚
㆒。」（
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
編
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏　

銘
文
篇
』、
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
、
一
九
七
七
年
に
拠
る
。）
語
の
区
切
り
方
は
、
薮
田
嘉
一
郎
「
法

隆
寺
蔵
金
銅
釈
迦
三
尊
像
光
背
戊
子
年
朝
風
文
将
其
零
済
師
慧
灯
造
像
記
考
釈
」

（『
古
代
学
』
一
五
─
一
、
一
九
六
八
年
）
参
照
。

岡
部
和
雄
「「
浄
土
盂
蘭
盆
経
」
の
成
立
と
そ
の
背
景
」（『
鈴
木
学
術
財
団
研

究
年
報
』
二
、
一
九
六
六
年
）。

岡
部
和
雄
「
敦
煌
本
「
盂
蘭
盆
経
讃
述
」
の
性
格
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

十
八
─
二
、
一
九
七
〇
年
）。

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
修
訂
第
二
版
巻
十
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
〇

年
）
の
「
罔
」
の
項
。

渡
邉
義
浩
編
『
全
訳
顔
氏
家
訓
』（
第
一
章
註
⑧
前
掲
）。『
詩
経
』
に
つ
い
て

は
石
川
忠
久
『
新
釈
漢
文
大
系　

詩
経
（
中
）』（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
）
に

拠
る
。

こ
の
点
は
、『
盂
蘭
盆
経
』
に
「
乞
願
、
便
使
㆔

現
在
父
母
寿
命
百
年
、
無
㆑

病

無
㆓

一
切
苦
悩
之
患
㆒、
乃
至
七
世
父
母
離
㆓

餓
鬼
苦
㆒、
得
㆓

生
天
人
中
㆒

福
楽
無

㆑

極
。」（『
大
正
蔵
』
一
六
─
七
七
九
下
）
と
あ
り
、
現
世
の
父
母
が
存
生
す
る
も

①②③④
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の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。

『
盂
蘭
盆
経
』
の
該
当
箇
所
は
『
大
正
蔵
』
十
六
─
七
七
九
上
。

『
大
正
蔵
』
十
六
─
七
七
九
下
。

例
え
ば
『
大
正
蔵
』
一
─
四
九
九
上
中
。

例
え
ば
『
大
正
蔵
』
一
─
八
二
上
。

こ
こ
で
参
照
し
た
諸
仏
典
の
漢
訳
年
代
を
梁
の
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
り

整
理
し
て
お
く
と
、
支
婁
迦
讖
『
道
行
般
若
経
』
は
光
和
二
年
（
一
七
九
）、
支

謙
『
大
明
度
経
』
は
魏
の
文
帝
の
時
、
曇
摩
難
提
『
中
阿
含
経
』
は
前
秦
の
建
元

二
十
年
（
三
八
四
）、
仏
陀
耶
舍
・
竺
仏
念
『
長
阿
含
経
』
は
後
秦
の
弘
始
十
五

年
（
四
一
三
）
に
訳
さ
れ
て
い
る
（『
大
正
蔵
』
五
〇
─
六
中
・
七
上
・
十
中
・

十
一
中
）。

「
宗
家
姓
字
」
の
四
字
は
『
大
正
蔵
』
お
よ
び
そ
の
底
本
で
あ
る
高
麗
再
雕
本

（
十
三
世
紀
半
成
立
）
で
は
「
示
家
姓
子
」
だ
が
、
文
意
に
よ
っ
て
も
福
州
版

（
十
二
世
紀
半
成
立
）
の
字
句
に
拠
っ
た
。
各
大
蔵
経
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
展
昌

『
大
蔵
経
の
歴
史
─
成
り
立
ち
と
伝
承
─
』（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
参

照
。
な
お
、
再
雕
本
は
増
上
寺
所
蔵
三
大
蔵
（https://jodoshuzensho.jp/zo	

joji_sandaizo/about/

）、
福
州
版
は
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧

（https://db2.sido.keio.ac.jp/kanseki/

）
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
て
い

る
。竹

田
聴
洲
「
七
世
父
母
攷
─
日
本
仏
教
受
容
と
祖
先
信
仰
─
」（
序
註
①
前
掲
）。

経
録
に
お
け
る
同
本
異
訳
関
係
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
岡
部
和
雄
「
盂
蘭
盆
経

類
の
訳
経
史
的
考
察
」（『
宗
教
研
究
』
三
七
─
三
、
一
九
六
四
年
）。
な
お
、
当

該
論
文
に
よ
れ
ば
、
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
で
は
『
盂
蘭
盆
経
』
は
失
訳
だ
っ
た

が
、
隋
の
費
長
房
に
よ
り
西
晋
時
代
の
竺
法
護
訳
と
さ
れ
た
。

Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
〇
一
八
年
版

（https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T
2018/m

aster30.php

）
で
「
七
世
父

母
」
と
検
索
し
た
結
果
に
拠
る
。

『
大
正
蔵
』
一
六
─
七
九
七
上
。

『
大
正
蔵
』
一
二
─
一
一
一
四
上
。

『
大
正
蔵
』
一
六
─
七
九
七
上
。

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
修
訂
第
二
版
巻
八
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九

年
）「
福
」
の
項
。

例
え
ば
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
巻
五
十
九
に
「
百
臘
」
を
説
明
し
て
「
獵
、

取
㆓

禽
獣
㆒

祭
㆓

先
祖
㆒

也
。
此
歳
終
祭
神
之
名
也
。
経
中
言
㆓

臘
仏
㆒

者
即
此
義

也
。」（『
大
正
蔵
』
五
四
─
七
〇
一
中
）
と
言
い
、『
法
顕
伝
』
に
も
「
欲
㆓

取
㆑

桃

臘
㆒㆑

仏
」（『
大
正
蔵
』
五
一
─
八
六
六
中
）
の
用
法
が
あ
る
。

古
市
は
他
に
も
四
月
八
日
の
祖
先
供
養
の
具
体
例
を
三
つ
挙
げ
て
論
拠
と
す
る
。

し
か
し
、
二
件
は
亡
母
供
養
で
、
残
り
一
つ
の
南
朝
宋
の
孝
武
帝
に
よ
る
「
高

帝
」
供
養
も
、
劉
宋
の
皇
帝
に
諡
号
が
高
帝
の
者
は
お
ら
ず
不
審
で
あ
る
。『
宋

書
』
本
紀
第
一
の
武
帝
上
に
あ
る
「
漢
高
帝
弟
楚
元
王
交
之
後
也
」（『
宋
書
』
第

一
冊
、
中
華
書
局
出
版
、
一
九
七
四
年
に
拠
る
）
と
の
劉
宋
初
代
武
帝
の
出
自
に

照
ら
せ
ば
、
こ
の
「
高
帝
」
と
は
前
漢
初
代
の
劉
邦
の
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
が
、

結
局
孝
武
帝
か
ら
系
譜
を
遡
っ
た
と
し
て
も
直
結
す
る
の
は
劉
邦
の
弟
で
あ
り
、

祖
先
祭
祀
と
言
え
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

『
大
正
蔵
』
十
六
─
七
七
九
下
。

Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
二
〇
一
八
年
版（https:	

//21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T
2018/m

aster30.php

）
で
「
七
世
父
母
」「
所
生

父
母
」「
現
在
父
母
」
の
各
語
を
検
索
し
た
結
果
に
拠
る
。
但
し
、『
大
乗
本
生
心

地
観
経
』
に
「
過
去
父
母
沈
㆓

淪
生
死
㆒。
現
在
父
母
不
㆑

能
㆓

出
離
㆒。
未
来
生
死
難

㆑

可
㆓

断
尽
㆒。」（『
大
正
蔵
』
三
─
三
〇
八
下
）
と
あ
る
が
、
訳
者
般
若
は
唐
の
人

で
『
盂
蘭
盆
経
』
よ
り
時
代
は
下
る
。

佐
藤
智
水
「
北
朝
の
造
像
銘
」（
同
『
北
魏
仏
教
史
論
考
』、
岡
山
大
学
文
学
部
、

一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）。
六
世
紀
初
頭
の
事
例
と
し
て
は
、
龍
門
石

窟
古
陽
洞
正
始
三
年
（
五
〇
六
）
孫
大
光
造
釈
迦
像
記
「
為
七
世
父
母
所
生
父

⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
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母
」（
水
野
清
一
・
長
広
敏
雄
『
龍
門
石
窟
の
研
究
』、
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四

一
年
に
拠
る
）。

『
大
正
蔵
』
五
三
─
七
四
上
。『
出
三
蔵
記
集
』
に
も
「
盂
蘭
経
一
巻
」（『
大
正

蔵
』
五
五
─
二
八
下
）
と
み
え
る
。
岩
本
は
自
身
の
指
摘
に
よ
っ
て
、『
盂
蘭
盆

経
』
の
成
立
が
『
経
律
異
相
』
に
遅
れ
る
と
考
え
て
い
る
が
、「
盂
蘭
」
な
い
し

盂
蘭
盆
の
語
は
『
報
恩
奉
盆
経
』
に
は
み
え
ず
『
盂
蘭
盆
経
』
か
ら
登
場
す
る
語

句
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
当
時
既
に
『
盂
蘭
盆
経
』
は
成
立
し
て
い
た
と
す
る
必
要

が
あ
り
、
む
し
ろ
『
報
恩
奉
盆
経
』
が
そ
の
如
何
に
も
中
国
風
の
名
称
（
辛
嶋
静

志
「「
盂
蘭
盆
」
の
本
当
の
意
味
─
千
四
百
年
間
の
誤
解
を
解
く
─
」、
序
註
⑪
前

掲
）
を
獲
得
す
る
前
に
、
謂
わ
ば
完
本
の
如
き
『
盂
蘭
盆
経
』
の
呼
称
が
優
先
さ

れ
、
一
緒
く
た
に
「
盂
蘭
経
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

本
文
で
触
れ
た
以
外
の
金
石
文
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
神
亀
三
年
（
七
二
六
）

銘
の
金
井
沢
碑
が
あ
り
、
銘
文
に
孫
ま
で
の
三
世
代
の
人
々
ら
が
「
為
㆓

七
世
父

母
・
現
在
父
母
㆒

」（
小
倉
慈
司
・
三
上
喜
孝
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
叢

書
4　

古
代
日
本
と
朝
鮮
の
石
碑
文
化
』、
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
八
年
に
拠
る
）

に
知
識
を
結
び
誓
願
し
た
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
系
譜
論
的
解
釈

を
施
し
た
く
な
り
、
実
際
、
義
江
明
子
「
金
井
沢
碑
の
「
現
在
侍
家
刀
自
」
再
考

─
戸
籍
／
系
譜
と
一
族
結
合
よ
り
み
た
「
妻
」
説
へ
の
疑
問
─
」（『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
三
五
、
二
〇
二
二
年
）
は
、「
現
在
父
母
」
の
内
容
に

存
命
の
母
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
際
に
、『
盂
蘭
盆
経
』
を
引
用
し
て
な

お
、
通
説
の
と
お
り
在
来
の
祖
先
観
や
系
譜
意
識
の
文
脈
で
理
解
し
て
い
る
。
し

か
し
、
利
他
的
か
つ
「
現
在
父
母
」
と
対
で
「
七
世
父
母
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
場
合
も
盂
蘭
盆
経
説
に
基
づ
く
輪
廻
説
的
用
法
で
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
客
」
は
、
神
代
紀
で
は
海
神
宮
を
訪
れ
る
ヒ
コ
ホ

ホ
デ
ミ
を
指
し
て
い
た
が
、
次
に
「
客
」
字
の
み
え
る
仁
徳
天
皇
十
二
年
八
月
己

酉
条
「
饗
㆓

高
麗
客
於
朝
㆒。」
以
降
は
外
国
使
節
を
指
す
語
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ

る
。『

令
集
解
』
職
員
令
18
玄
蕃
寮
条
。
特
に
古
記
説
か
ら
大
宝
官
員
令
時
点
で

「
供
斎
」
の
語
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
令
条
番
号
は
、
井
上
光
貞
・

関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
日
本
思
想
大
系
3　

律
令
』（
岩
波
書
店
、

一
九
七
六
年
）
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。

大
隅
清
陽
「
礼
と
儒
教
思
想
」（
同
『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』、
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）。

熊
谷
公
男
「
治
部
省
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
八
八
─
四
、
一
九
七
九
年
）。

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
八
月
甲
子
条
。

竹
田
聴
洲
「
盂
蘭
盆
会
の
本
邦
移
修
」（
序
註
①
前
掲
）
は
、【
史
料
④
】
に
つ

い
て
、
両
節
日
設
斎
の
恒
例
化
が
年
次
不
明
だ
っ
た
の
を
、
四
月
八
日
と
い
う
日

付
の
一
致
で
一
連
の
記
事
に
捏
造
し
た
と
す
る
が
、
特
に
根
拠
は
無
く
、『
日
本

書
紀
』
大
化
元
年
八
月
癸
卯
条
に
基
づ
く
本
節
で
の
考
察
に
よ
っ
て
も
、
も
と
か

ら
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
必
要
は
な
い
。

『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
十
四
年
（
五
八
五
）
六
月
条
に
尼
へ
の
「
頂
礼
」
が

見
え
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
神
祇
に
対
し
て
「
礼
」
を
用
い
た
表
現
が
少
な
く
な

い
（
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
四
月
甲
辰
条
・
崇
神
天
皇
七
年
二
月
辛
卯
条
・

崇
神
天
皇
十
年
七
月
己
酉
条
・
崇
神
天
皇
十
二
年
三
月
丁
亥
条
・
垂
仁
天
皇
二
十

五
年
二
月
甲
子
条
・
景
行
天
皇
五
十
一
年
八
月
壬
子
条
・
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
九

月
己
卯
条
・
敏
達
天
皇
十
四
年
二
月
辛
亥
条
な
ど
）。

佐
々
木
閑
「「
無
一
物
」
と
「
自
活
の
放
棄
」」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
十
五
、

二
〇
〇
〇
年
）。
吉
川
忠
夫
「
一
日
作
さ
ざ
れ
ば
一
日
食
ら
わ
ず
─
仏
教
と
労
働

の
問
題
─
」（
同
『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅱ
─
宗
教
の
諸
相
─
』、
法
蔵
館
、
二

〇
二
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。

若
井
敏
明
「
律
令
国
家
の
僧
俗
関
係
に
つ
い
て
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
五
、

一
九
九
二
年
）。
鈴
木
景
二
「
都
鄙
間
交
通
と
在
地
秩
序
─
奈
良
・
平
安
初
期
の

仏
教
を
素
材
と
し
て
─
」（『
日
本
史
研
究
』
三
七
九
、
一
九
九
四
年
）。
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『
東
大
寺
要
録
』
供
養
章
第
三
に
「
皇
帝
敬
請
㆓

／
隆
尊
律
師
㆒。
／
以
㆓

四
月
八

日
㆒

設
㆓

斎
東
大
寺
㆒、
欲
㆑

講
㆓

花
厳
経
㆒。
其
理
甚
深
、
彼
旨
難
㆑

究
。
自
㆑

非
㆓

大
徳

博
聞
多
識
㆒、
誰
能
開
㆓

示
方
広
妙
門
㆒。
乞
勿
㆑

辞
扮
受
。
敬
白
。」（
筒
井
英
俊
編

『
東
大
寺
要
録
』、
全
国
書
房
、
一
九
四
四
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。）
と
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
三
）
四
月
乙
酉
条
で
も
大
仏
開
眼
会
は

「
設
斎
大
会
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

複
数
の
律
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
仏
典
結
集
が
王
舎
城
で
行
わ
れ
た
の
は
、
当
時

五
百
人
も
の
比
丘
が
安
居
の
期
間
を
寝
食
と
も
に
満
足
し
て
過
ご
し
う
る
場
所
が

当
地
を
お
い
て
他
に
な
い
た
め
だ
っ
た
（
岩
井
昌
悟
「
釈
尊
雨
地
伝
承
の
検
証
」、

『
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
』
モ
ノ
グ
ラ
フ
篇
十
四
、
二
〇
〇
九
年
）。
安
居
に
集

う
数
多
く
の
比
丘
に
寝
食
を
提
供
し
う
る
の
は
国
王
な
ど
の
限
ら
れ
た
富
裕
層
な

の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
安
居
期
間
に
こ
そ
、
権
力
者
の
財
力
に
依
存
す
る
ほ
か
な

い
、
僧
尼
の
自
活
不
可
能
な
客
人
的
性
格
が
表
れ
て
い
る
と
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
客
へ
の
「
礼
」
が
見
え
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代

下
第
十
段
一
書
第
三
、
神
功
皇
后
摂
政
卌
九
年
三
月
条
、
欽
明
天
皇
十
四
年
十
月

己
酉
条
、
欽
明
天
皇
二
十
二
年
（
五
六
一
）
条
、
敏
達
天
皇
三
年
（
五
七
四
）
七

月
戊
寅
条
、
推
古
天
皇
十
八
年
（
六
一
〇
）
十
月
辛
亥
条
な
ど
。

川
尻
秋
生
「
仏
教
の
伝
来
と
受
容
─
王
権
と
仏
教
─
」（
大
塚
初
重
・
吉
村
武

彦
編
『
古
墳
時
代
の
日
本
列
島
』、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

更
に
は
、
推
古
朝
は
隋
に
倣
っ
て
仏
教
振
興
・
礼
制
整
備
に
注
力
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
こ
と
（
鈴
木
靖
民
「
遣
隋
使
と
礼
制
・
仏
教
─
推
古
朝
の
王
権
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
─
」、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
五
二
、
二
〇
〇
九
年
）
も
、

設
斎
恒
例
化
の
歴
史
性
を
評
価
す
る
上
で
見
過
ご
せ
な
い
。

『
延
喜
式
』
は
以
下
全
て
、
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』
上
・

中
・
下
（
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
七
・
二
〇
一
七
年
）
に
拠
る
。

例
え
ば
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
大
倭
国
正
税
帳
（『
大
日
古
』
一
─
四
一
一
）。

例
え
ば
『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮
7
大
安
寺
大
般
若
条
に
「
其
施
物
、
三
宝
絲
卅
絇
、

褁
料
曝
布
九
尺
木
綿
三
分
、
衆
僧
別
絹
一
疋
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
毎
年
四
月

の
大
安
寺
大
般
若
経
会
の
布
施
は
、
そ
の
当
初
か
ら
「
諸
国
進
調
庸
各
三
段
物
」

と
の
繊
維
品
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
四

月
壬
子
条
）。
銭
貨
で
の
施
入
例
は
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
年
（
八
六
八
）

十
二
月
五
日
条
・
同
十
七
年
六
月
十
三
日
条
が
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
時
代
の
写
経

所
の
経
師
ら
へ
の
報
酬
で
あ
る
「
布
施
」
も
、
計
算
の
基
準
を
布
と
し
、
そ
の
ほ

か
絁
や
銭
な
ど
で
お
よ
そ
支
給
さ
れ
た
（
山
田
英
雄
「
写
経
所
の
布
施
に
つ
い

て
」、
同
『
日
本
古
代
史
攷
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
六
五
年
）。

『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮
90
に
「
凡
公
私
斎
会
、
講
師
已
下
平
等
行
㆑

食
。」
と
あ
る
。

こ
の
「
平
等
行
食
」
は
、
直
接
は
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
六
月
癸

卯
条
の
律
師
永
忠
の
奏
言
を
受
け
た
規
定
だ
ろ
う
が
、『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇

八
年
（
六
九
四
）
五
月
癸
巳
条
で
は
官
物
支
給
で
あ
る
は
ず
の
『
金
光
明
経
』
読

誦
法
会
の
「
布
施
」
が
、
天
平
六
年
尾
張
国
正
税
帳
で
は
稲
で
の
「
供
養
」
に
変

じ
て
い
る
こ
と
（『
大
日
古
』
一
─
六
〇
八
）、
そ
し
て
読
誦
で
は
講
説
の
よ
う
に

講
師
・
読
師
と
い
っ
た
役
職
の
差
が
な
い
こ
と
（
例
え
ば
『
延
喜
式
』
臨
時
祭

87
）
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
読
経
法
会
の
「
布
施
」
は
実
質
平
等
に
与
え
ら
れ
た

結
果
「
供
養
」
に
吸
収
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
「
供
養
」
は
本
来
平
等
に
与
え
ら
れ

る
も
の
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

「
御
斎
会
」
の
名
称
は
九
世
紀
半
ば
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
（
吉
田
一
彦
「
御

斎
会
の
研
究
」、
同
『
日
本
古
代
社
会
と
仏
教
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、

初
出
一
九
九
三
年
）、
最
勝
王
経
講
法
会
を
「
斎
会
」
と
名
指
し
す
る
の
は
「
講

説
最
勝
王
経
斎
会
」
と
記
す
天
平
六
年
尾
張
国
正
税
帳
ま
で
遡
る
。
ま
た
、「
厩

坂
寺
僧
四
百
口
講
説　

斎
会
」（
天
平
三
～
九
年
「
写
経
目
録
」『
大
日
古
』
七
─

八
）
と
も
見
え
、
や
は
り
「
斎
会
」
に
講
経
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
日
本

書
紀
』
舒
明
天
皇
十
二
年
（
六
四
〇
）
五
月
辛
丑
条
に
「
大
設
斎
。
因
以
請
㆓

恵

隠
僧
㆒、
令
㆑

説
㆓

无
量
寿
経
㆒。」
と
も
あ
る
の
で
、「
斎
会
」
の
こ
う
し
た
性
格
は
七

世
紀
に
遡
る
。
但
し
、
先
の
舒
明
紀
の
記
事
は
「
大
設
斎
」
と
あ
る
か
ら
、「
四

㊶㊷㊸㊹㊺㊻㊼㊽
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月
八
日
七
月
十
五
日
設
斎
」
で
も
経
典
講
読
は
行
わ
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、

少
な
く
と
も
七
月
十
五
日
に
限
っ
て
言
え
ば
、
安
居
・
自
恣
を
終
え
た
た
め
の
設

斎
で
あ
り
、「
設
斎
」
か
ら
反
射
的
に
当
日
の
経
典
講
読
を
想
定
す
る
必
要
は
な

い
。吉

川
真
司
「
大
養
徳
国
金
光
明
寺
」（GBS

実
行
委
員
会
編
『
論
集　

東
大
寺

の
歴
史
と
教
学
』、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
古
代
東
大
寺
の
楽
舞
と
楽

人
」（GBS

実
行
委
員
会
編
『
論
集　

古
代
東
大
寺
の
世
界
─
『
東
大
寺
要
録
』

を
読
み
直
す
─
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）。

順
に
天
平
宝
字
八
年
七
月
十
八
日
「
楽
具
欠
失
解
」（『
大
日
古
』
五
─
四
八

四
）
天
平
神
護
元
年
四
月
十
六
日
「
呉
楽
装
束
欠
失
注
文
」（
同
五
二
三
）
同
二

年
四
月
二
十
三
日
「
楽
具
欠
失
注
文
」（
同
五
三
七
）。

仏
誕
日
の
灌
仏
に
用
い
ら
れ
た
だ
ろ
う
誕
生
仏
の
日
本
伝
存
例
に
、
七
世
紀
前

半
に
遡
り
う
る
も
の
が
あ
る
（
松
田
妙
子
「
古
代
の
誕
生
仏　

単
独
像
篇
─
大

阪
・
黄
梅
寺
蔵
誕
生
釈
迦
仏
を
巡
っ
て
─
」、『
佛
教
藝
術
』
二
五
七
、
二
〇
〇
一

年
）
点
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

三　

費
用
に
み
る
在
京
仏
事
と
し
て
の
盂
蘭
盆
会	

1　

「
盂
蘭
盆
分
」
─
─
在
京
大
寺
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
「
布
施
」
─
─

　

本
章
で
は
、
斉
明
朝
に
始
ま
っ
た
盂
蘭
盆
会
が
、
そ
れ
以
後
、
特
に
奈
良
時
代
に
お
い
て
如
何
に
展
開
し
た
か
を
、
先
程
の
「
布
施
」「
供

養
」
と
い
う
費
用
の
観
点
か
ら
考
え
た
い
。
そ
こ
で
先
ず
は
、
従
来
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
盂
蘭
盆
会
の
「
布
施
」
を
念
頭
に
置
い
て

論
を
進
め
て
い
く
。
用
い
る
史
料
は
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
作
成
さ
れ
国
家
に
提
出
さ
れ
た
大
安

寺
の
財
産
目
録
で
あ
る
。
大
体
の
物
品
に
つ
い
て
は
用
途
毎
に
も
数
量
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
用
途
の
ひ
と
つ
と
し
て
複
数
回
登
場

す
る
「
盂
蘭
盆
分
」
が
本
節
の
主
た
る
分
析
対
象
で
あ
る
。
試
し
に
銭
に
つ
い
て
の
記
載
を
引
用
す
る
。

【
史
料
⑫
】『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』

（
前
略
）
合
銭
陸
仟
肆
佰
漆
拾
参
貫
捌
佰
貳
拾
貳
文

〈
仏
物
銭
二
百
卌
五
貫
二
百
六
十
五
文
、
修
多
羅
衆
銭
一
千
六
百
六
十
八
貫
六
十
一
文
、
法
物
銭
一
貫
一
百
文
、
三
論
衆
銭
一
千
一
百
十
貫
八
百
五
十
文
、

�

��

①
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律
衆
銭
一
百
七
十
九
貫
四
百
五
十
文
、
摂
論
衆
銭
五
百
二
十
一
貫
九
百
卌
二
文
、
別
三
論
衆
銭
三
百
十
八
貫
五
百
六
十
四
文
、
涅
槃
分
銭
卅
二
貫
文
、
華

厳
分
銭
十
八
貫
文
、
盂
蘭
盆
分
銭
十
七
貫
五
百
一
文
、
木
叉
分
銭
廿
四
貫
四
百
八
十
三
文
、
菩
薩
分
銭
一
貫
九
百
九
十
八
文
、
聖
僧
物
銭
廿
八
貫
一
百
九

十
文
、
功
徳
天
女
分
銭
六
十
文
、
四
天
王
物
銭
十
六
貫
三
百
卌
六
文
、
八
部
物
銭
五
百
文
、
塔
分
銭
一
貫
七
百
五
十
九
文
、
箜
篌
分
銭
一
貫
六
百
文
、
燃

灯
分
銭
廿
四
貫
五
十
文
、
温
室
分
銭
一
百
三
貫
四
百
九
十
文
、
功
徳
分
銭
一
百
三
貫
七
十
三
文
、
義
物
銭
五
貫
三
百
七
十
二
文
、
悲
田
分
銭
二
百
五
十
三

貫
十
九
文
、
衣
田
分
銭
二
百
廿
八
貫
六
百
卌
五
文
、
見
前
僧
物
銭
三
百
廿
七
貫
九
百
七
十
七
文
、
通
分
銭
一
一
千
二
百
卌
貫
五
百
廿
二
文
〉（
後
略
）

　

こ
の
よ
う
に
寺
内
の
諸
教
学
集
団
の
た
め
の
各
「
衆
銭
」
な
ど
が
列
挙
さ
れ
た
後
に
「
涅
槃
分
」「
華
厳
分
」「
盂
蘭
盆
分
」「
木
叉
分
」
と

続
く
。「
涅
槃
分
」「
華
厳
分
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
研
究
の
た
め
の
基
本
財
源
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
各
経
典
の

巻
数
が
五
十
前
後
で
、
特
に
『
華
厳
経
』
に
つ
い
て
は
後
に
宗
が
立
つ
な
ど
教
学
上
大
変
重
要
な
経
典
だ
っ
た
の
に
対
し
、『
盂
蘭
盆
経
』
は

一
巻
本
の
小
部
の
経
典
で
あ
り
、
内
容
も
盆
供
を
説
く
実
践
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
先
の
両
経
同
様
に
『
盂
蘭
盆
経
』
研
究
用
財
源
が
置
か

れ
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
木
叉
分
銭
」
が
「
布
施
」
用
財
源
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
木
叉
分
」
と

は
、
布
薩
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
資
財
区
分
で
あ
り
、
布
薩
と
は
、
半
月
毎
に
戒
律
に
規
定
さ
れ
る
罪
の
反
省
・
懴
悔
を
僧
皆
が
集
い
修
す
る

行
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
波
羅
提
「
木
叉
」、
つ
ま
り
戒
律
の
条
文
な
い
し
そ
れ
を
集
め
た
戒
本
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
説
戒
を
担
当
す
る
師
僧
に
対
し
て
「
布
施
」
の
あ
っ
た
こ
と
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
閏
八
月
丙
寅
条
「
官
大
寺
別

永
置
㆓

戒
本
師
田
十
町
㆒。
自
今
已
後
、
毎
㆑

為
㆓

布
薩
㆒、
恒
以
㆓

此
物
㆒

量
用
㆓

布
施
㆒。」
か
ら
知
ら
れ
る
。
但
し
、
布
薩
自
体
は
既
に
行
わ
れ
て
い

る
以
上
、
当
該
条
文
の
主
眼
は
あ
く
ま
で
恒
久
的
資
財
の
施
入
に
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
別
の
財
源
を
要
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
、「
木

叉
分
」
が
他
に
水
瓶
や
如
意
と
い
っ
た
道
具
に
し
か
見
え
な
い
大
安
寺
の
場
合
、「
木
叉
分
銭
」
こ
そ
「
布
施
」
を
賄
う
資
財
だ
っ
た
と
推
定

で
き
る
。

　

次
い
で
、
衆
銭
や
仏
像
用
に
顕
著
な
よ
う
に
、
性
格
の
類
す
る
も
の
が
連
続
す
る
配
列
を
銭
部
が
採
っ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
ち
ょ
う
ど

衆
銭
と
仏
像
用
と
の
間
に
位
置
す
る
「
涅
槃
分
」「
華
厳
分
」「
盂
蘭
盆
分
」「
木
叉
分
」
に
も
共
通
性
を
認
め
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
同
時
期
の

②

③

④
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『
法
隆
寺
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
に
は
「
読
涅
槃
経
料
」
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
読
経
法
会
用
資
財
の
あ
っ
た
こ
と
、
天
平
十
二
年
に
は
大
安

寺
僧
審
祥
に
よ
る
華
厳
経
講
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
安
寺
内
に
華
厳
会
が
想
定
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
天
平
勝
宝
年
間
の
東
大
寺
で
は
盂
蘭
盆

経
講
の
恒
例
的
実
施
が
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
涅
槃
分
」
か
ら
「
木
叉
分
」
ま
で
は
法
会
な
ど
の
寺
内
行
事
に
か
か
る
財

源
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
は
、「
木
叉
分
銭
」
に
も
「
布
施
」
で
の
使
用
を
想
定
し
得
る
以
上
、
経
典
講
読
法
会
に
関
係
し

よ
う
前
三
つ
に
は
例
え
ば
講
読
師
向
け
の
「
布
施
」
の
用
途
が
あ
っ
た
と
容
易
に
推
測
で
き
る
。
加
え
て
「
盂
蘭
盆
分
」
が
銭
の
他
に
も
設
定

さ
れ
た
物
品
は
、
軽
貨
で
あ
る
交
易
絲
・
交
易
布
な
ど
、
ま
さ
に
基
本
的
な
「
布
施
」
物
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
涅
槃
分
」
か
ら
「
木
叉
分
」

ま
で
は
寺
内
行
事
の
「
布
施
」
に
要
し
た
資
財
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
盂
蘭
盆
分
」
は
盂
蘭
盆
経
講
の
布
施
用
財
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
僧
尼
令
18
不
得
私
蓄
条
「
凡
僧
尼
不
㆑

得
㆘

私
蓄
㆓

園
宅
財
物
㆒

及
興
販
出
息
㆖。」
に
つ
い
て
『
令
集
解
』
所
引

令
釈
が
、「
其
学
問
灯
油
之
直
、
修
道
覆
骸
之
資
、
并
縁
身
所
須
小
々
資
物
、
如
㆑

此
之
類
不
㆑

在
㆓

禁
限
㆒。
雖
㆑

云
㆑

許
㆑

畜
、
不
㆑

得
㆓

興
販
出

息
㆒。」
と
註
釈
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
学
問
料
で
あ
れ
ば
、
僧
尼
個
人
の
蓄
財
が
許
さ
れ
た
と
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
資
財
帳
か
ら
は
半
世

紀
ほ
ど
下
る
法
解
釈
だ
が
、
そ
も
そ
も
僧
尼
に
経
典
講
読
の
報
酬
と
し
て
「
布
施
」
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
当
時
既
に
こ
う
し
た
学
問
料

を
例
外
と
し
て
許
容
す
る
態
度
が
あ
っ
た
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
事
実
、
元
興
寺
に
鎌
足
が
施
入
し
た
「
家
財
」
が
『
藤
氏
家
伝
』
鎌
足

伝
で
は
「
五
宗
学
問
之
分
」
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、『
類
聚
三
代
格
』
天
平
九
年
三
月
十
日
太
政
官
奏
で
は
「
講
説
資
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う

に
、
講
経
の
資
財
と
な
る
「
布
施
」
は
宗
学
に
通
じ
る
「
学
問
」
の
た
め
の
施
物
で
あ
り
、
翻
れ
ば
学
問
料
は
布
施
用
財
物
だ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
後
で
引
く
空
海
の
上
表
に
も
見
て
と
れ
、
衆
分
か
ら
始
ま
る
大
安
寺
資
財
帳
銭
部
の
冒
頭
部
は
、
や
は
り
布
施
用
財
物
を
一
括
し
て
掲
載

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
学
問
料
の
一
つ
と
し
て
も
「
盂
蘭
盆
分
」
は
位
置
付
く
の
で
あ
る
。

　

但
し
、「
盂
蘭
盆
分
」
を
最
も
特
徴
づ
け
る
の
は
、
稲
に
つ
い
て
も
設
定
さ
れ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
大
安
寺
資
財
帳
の
稲
に
つ
い
て
の
記
載

部
分
に
は
、「
通
分
」
が
み
え
て
以
降
、
三
宝
物
で
言
え
ば
「
僧
分
」
し
か
な
く
、
残
り
を
数
え
て
も
「
温
室
分
」「
功
徳
分
」、
そ
し
て
「
盂

蘭
盆
分
」
と
、
用
途
が
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
用
途
は
何
か
特
別
の
由
緒
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
見
過
ご
せ
な
い
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の
は
、
稲
部
に
設
定
さ
れ
る
「
盂
蘭
盆
分
」
以
外
の
諸
用
途
の
う
ち
、
三
宝
物
に
属
さ
な
い
財
物
を
包
括
す
る
た
め
の
範
疇
と
お
ぼ
し
い
「
通

分
」
や
寺
に
は
当
然
あ
る
三
宝
物
を
除
い
て
残
っ
た
「
温
室
分
」
と
「
功
徳
分
」
と
が
、
大
寺
特
有
の
財
源
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

ず
、
八
世
紀
当
時
に
湯
屋
を
も
つ
の
は
常
住
僧
を
多
く
抱
え
る
大
寺
に
限
ら
れ
た
点
、「
温
室
分
」
は
大
寺
特
有
の
財
源
と
言
っ
て
よ
い
。

　

次
の
「
功
徳
分
」
は
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
戊
午
年
（
五
九
八
）、
聖
徳
太
子
は
自
身
の
講
経
に

対
す
る
「
布
施
」
と
し
て
推
古
天
皇
よ
り
賜
っ
た
播
磨
国
の
土
地
の
一
部
を
法
隆
寺
に
施
入
し
、
そ
の
用
途
を
「
毎
年
法
華
・
維
摩
・
勝
鬘

経
」
を
講
説
す
る
た
め
の
資
と
し
た
「
功
徳
分
」
の
ほ
か
「
食
分
」「
衣
分
」「
寺
主
分
」
の
計
四
つ
に
分
割
し
た
と
縁
起
部
に
あ
り
、
実
際
に

資
財
帳
部
分
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
四
つ
の
財
源
は
縁
起
の
通
り
「
播
磨
田
」
を
含
む
水
田
か
ら
な
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
功
徳

分
」
を
財
源
と
す
る
講
経
儀
礼
が
安
居
講
経
だ
っ
た
こ
と
は
、『
類
聚
三
代
格
』
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
十
月
二
十
五
日
太
政
官
符
の
一
節
に

「
功
徳
安
居
講
者
上
宮
太
子
之
本
願
、
官
安
居
講
者
勝（
聖
武
天
皇
）

宝
感
神
天
皇
之
本
願
也
。」
と
あ
り
、
そ
の
名
称
と
発
願
者
か
ら
「
功
徳
分
」
と
不
可

分
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
「
功
徳
安
居
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
改
め
て
『
日
本
書
紀
』・『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流

記
資
財
帳
』・『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
よ
り
太
子
講
経
の
日
付
を
挙
げ
る
と
、
順
に
推
古
天
皇
十
四
年
七
月
の
三
日
間
お
よ
び
是
歳
・
戊
午

年
四
月
十
五
日
・
同
上
か
ら
三
日
間
と
な
り
、
お
お
よ
そ
四
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
安
居
期
間
、
特
に
初
日
に
合
致
す
る
。
太
子

講
経
が
安
居
と
軌
を
一
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
布
施
に
基
づ
く
「
功
徳
分
」
は
法
隆
寺
の
安
居
講
経
の
財
源
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
他
の
大
寺
で
も
「
功
徳
安
居
」
同
様
の
安
居
講
経
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
類
聚
三
代
格
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
五
月
二
十

二
日
太
政
官
符
に
お
い
て
、「
諸
大
寺
安
居
講
師
、
或
講
㆓

法
華
・
仁
王
㆒、
不
㆑

講
㆓

最
勝
㆒、
或
講
㆓

最
勝
・
仁
王
㆒、
不
㆑

講
㆓

法
華
㆒。
如
㆑

是
参
差
、

不
㆑

具
㆓

三
部
㆒。」
と
の
現
状
に
対
し
「
宜
㆘

仰
㆓

諸
大
寺
㆒、
自
今
以
後
、
不
㆑

廃
㆓

各
寺
本
願
之
経
㆒、
必
令
院加
㆓

講
前
件
三
部
㆒。」
と
命
じ
ら
れ
て
お

り
、「
諸
大
寺
」
に
は
護
国
経
典
を
中
心
と
し
た
官
安
居
講
以
外
に
「
各
寺
本
願
之
経
」
の
安
居
講
経
が
あ
っ
た
と
見
え
る
点
か
ら
知
ら
れ
る
。

両
安
居
講
に
は
布
施
用
財
源
を
要
し
た
と
思
わ
れ
、
実
際
に
官
安
居
分
に
つ
い
て
は
『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮
4
に
「
十
五
大
寺
安
居
」
の
「
施

物
」
は
「
並
用
㆓

本
寺
物
㆒。
但
東
西
二
寺
、
猶
用
㆓

官
家
功
徳
分
封
物
㆒。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
官
安
居
は
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
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開
始
で
あ
り
、
今
回
の
天
平
十
九
年
大
安
寺
資
財
帳
に
は
直
接
の
財
源
は
存
在
し
な
い
。

　

他
方
の
「
本
願
之
経
」
安
居
講
の
財
源
に
つ
い
て
は
、「
本
願
」
と
あ
れ
ば
先
の
貞
観
二
年
十
月
二
五
日
太
政
官
符
に
よ
っ
て
も
発
願
主
が

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
法
隆
寺
や
先
程
の
元
興
寺
の
例
か
ら
し
て
、「
花
厳
天
台
律
三
論
法
相
等
七
宗
之
教
、
皆
是
先
代
聖
帝
賢
臣
建
㆓

立

十
三
大
寺
㆒、
賜
㆓

十
二
人
年
分
度
者
㆒、
広
入
㆓

田
園
利
稲
㆒、
充
㆘

講
㆓

説
経
論
㆒

料
㆖、
各
令
㆓

分
業
習
学
㆒。
是
故
従
㆑

昔
迄
㆑

今
、
人
法
欝
興
、
師
資
不

㆑

絶
。」
な
ど
と
空
海
の
上
表
に
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
創
建
期
以
来
檀
越
た
る
為
政
者
が
大
寺
に
施
入
し
た
田
や
稲
な
ど
の
講
説
用
資
財

に
よ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
大
安
寺
の
場
合
は
資
財
帳
に
み
え
る
天
武
天
皇
施
入
の
「
論
定
出
挙
本
稲
」
が
そ
の
具
体
例
で
、
他
の
大
寺
に
も
、

『
弘
仁
式
』
主
税
寮
上
出
挙
本
稲
条
に
既
に
規
定
さ
れ
る
諸
国
の
寺
料
稲
、
あ
る
い
は
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
四
年
十
一
月
乙
卯
条
に
み
え
る

「
諸
国
挙
七
大
寺
稲
」
な
ど
か
ら
し
て
、
相
当
す
る
寺
稲
が
確
か
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
諸
国
の
出
挙
稲
収
益
が
一
つ
安
居
講
の
財

源
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
弘
仁
十
年
に
「
国
用
乏
絶
」
の
た
め
停
止
さ
れ
た
「
諸
大
寺
安
居
料
」
の
存
在
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

に
「
功
徳
」
は
抽
象
的
善
に
と
ど
ま
ら
ず
僧
尼
へ
の
財
物
の
寄
附
を
含
意
し
て
お
り
、
加
え
て
大
安
寺
資
財
帳
の
「
功
徳
分
」
が
「
盂
蘭
盆

分
」
同
様
に
銭
・
交
易
絁
・
糸
・
交
易
布
に
も
設
定
さ
れ
て
も
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
稲
部
に
み
え
る
「
功
徳
分
」
こ
そ
こ
う
し
た

学
問
料
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
更
に
法
隆
寺
の
例
や
東
大
寺
な
い
し
東
西
両
寺
の
「
官
家
功
徳
分
」
の
筆
頭
用
途
が
安
居
で
あ
っ
た
こ
と
も
敷
衍

す
れ
ば
、「
功
徳
分
」
は
ま
さ
に
大
寺
の
本
願
経
安
居
講
の
布
施
に
用
い
ら
れ
た
資
財
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
後
の
官
安
居
分
と
し

て
見
え
る
「
本
寺
物
」
の
も
と
に
も
な
っ
た
財
源
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
盂
蘭
盆
分
」
と
並
ん
で
稲
部
に
配
さ
れ
る
財
源
の
用
途
は
各
々
「
大
寺
」
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
法
隆
寺
の
縁
起

や
空
海
の
奏
状
な
ど
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
田
や
稲
は
大
寺
の
学
問
を
支
え
る
た
め
に
時
の
王
権
が
施
入
し
た
資
財
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

大
安
寺
資
財
帳
稲
部
と
法
隆
寺
資
財
帳
水
田
部
と
の
記
載
が
、
三
宝
物
で
言
え
ば
僧
分
し
か
な
く
、
ま
た
「
功
徳
分
」
を
記
載
す
る
と
い
う
共

通
点
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
推
せ
ば
、
既
に
貨
幣
等
の
記
載
か
ら
学
問
料
と
知
ら
れ
、
し
か
も
稲
部
に
も
み
え
る
「
盂

蘭
盆
分
」
は
、
同
様
に
王
権
が
大
寺
へ
施
入
し
た
学
問
料
の
一
つ
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。
こ
の
点
、【
史
料
⑪
】
の
下
野
薬
師
寺
の
「
布
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施
」
が
下
野
国
の
庸
布
で
支
給
さ
れ
る
の
も
特
別
待
遇
で
は
あ
ろ
う
が
、
な
お
「
盂
蘭
盆
分
」
と
は
格
差
が
存
す
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
と
な
れ
ば
同
時
に
導
か
れ
る
の
は
、
大
寺
た
る
大
安
寺
の
盂
蘭
盆
会
が
当
該
財
源
を
設
定
す
る
に
足
る
特
別
な
仏
事
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、【
史
料
⑤
】
の
最
初
例
か
ら
王
権
主
体
で
開
催
さ
れ
た
仏
事
で
あ
る
こ
と
が
先
ず
想
起
さ
れ
る
の
だ
が
、
加
え
て
重
視

す
る
べ
き
は
、【
史
料
⑥
】
に
お
け
る
『
盂
蘭
盆
経
』
の
勧
講
対
象
が
「
京
内
諸
寺
」
で
あ
る
よ
う
な
同
法
会
の
在
京
仏
事
的
性
格
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
性
格
は
以
後
遷
都
の
度
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
飛
鳥
奈
良
時
代
の
盂
蘭
盆
会
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
要
素
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
在
京
寺
院
で
言
え
ば
既
に
み
た
東
大
寺
・
大
安
寺
の
ほ
か
に
、
元
興
寺
・
法
華
寺
で
も
盂
蘭
盆
経
講
が
推
定

で
き
る
。
元
興
寺
の
場
合
、
同
寺
の
学
僧
と
み
ら
れ
る
智
光
が
、『
日
本
霊
異
記
』
巻
中
第
七
縁
に
よ
れ
ば
「
製
㆓

盂
蘭
瓫
・
大
般
若
・
心
般
若

等
経
疏
㆒

」
し
て
い
る
点
、
宗
密
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
が
好
例
で
あ
る
よ
う
な
講
経
に
基
づ
き
経
疏
が
製
作
さ
れ
る
と
の
関
係
を
翻
せ
ば
、
盂
蘭

盆
経
講
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
得
る
。
な
お
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
三
）
の
東
大
寺
盂
蘭
盆
経
講
師
の
明
一
は
、
講
経
に
あ
た
っ
て

『
盂
蘭
盆
経
』『
報
恩
奉
盆
経
』
だ
け
で
な
く
『
随
願
往
生
経
』
や
『
浄
土
盂
蘭
盆
経
』
と
い
っ
た
『
盂
蘭
盆
経
讃
述
』
や
宗
密
疏
に
も
引
用

さ
れ
る
関
係
経
典
の
貸
出
要
請
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
製
疏
に
堪
え
る
講
経
内
容
を
目
指
す
者
が
い
た
こ
と
も
講
経
と
製
疏
の
関
連
を
示

唆
し
よ
う
。
法
華
寺
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
両
節
日
の
「
斎
会
」
の
存
在
か
ら
も
講
経
の
実
施
を
推
測
し
得
る
が
、
天
平
宝
字
七
年
に

「
従
㆓

東
大
寺
㆒

奉
㆓

請
内
裏
㆒

」
し
た
『
浄
土
盂
蘭
盆
経
』
と
『
報
恩
奉
盆
経
』
と
が
そ
れ
ぞ
れ
「
嶋
院
」
の
「
内
堂
経
内
」
と
「
図
書
寮
経

内
」
に
請
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
所
謂
景
雲
経
の
勘
経
作
業
の
た
め
に
貸
出
申
請
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
日
付
が

七
月
十
五
日
に
近
接
し
て
お
り
、
新
写
経
に
よ
る
講
経
が
企
図
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
加
え
て
、
以
上
の
在
京
大
寺
の
事
例
以
外
で

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
の
ち
に
「
新
京
」
と
も
称
さ
れ
る
紫
香
楽
宮
造
営
に
注
力
し
て
い
た
天
平
十
六
年
七
月
十
五
日
に
「
甲
（
紫
香
楽
宮
）

加
宮
」
の
請
求

に
応
え
て
『
盂
蘭
盆
経
』
が
送
ら
れ
た
こ
と
で
、
盂
蘭
盆
経
講
と
王
権
・
宮
都
と
の
密
な
関
係
が
端
的
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

長
岡
京
時
代
に
も
、
延
暦
十
一
年
十
一
月
十
九
日
付
弾
例
に
「
四
月
八
日
七
月
十
五
日
京
中
諸
寺
斎
会
之
時
、
遣
㆓

巡
察
弾
正
等
㆒

糺
㆓

弾
非
違
㆒

⑳

㉑

㉒

㉓
㉔

㉕

㉖
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事
。」
と
あ
る
の
で
在
京
寺
院
の
盂
蘭
盆
経
講
が
知
ら
れ
、『
延
喜
式
』
弾
正
台
114
に
も
東
寺
・
西
寺
の
両
日
「
斎
会
」
に
つ
い
て
同
様
の
規
定

が
見
出
さ
れ
る
点
、
平
安
京
唯
二
つ
の
在
京
寺
院
に
も
盂
蘭
盆
会
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
盂
蘭
盆
会
が
初
期
か
ら
具
え
て
い
た
在
京

仏
事
と
し
て
の
性
格
は
、
飛
鳥
奈
良
時
代
以
降
の
度
々
の
遷
都
に
も
拘
ら
ず
王
権
に
よ
り
不
断
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
「
盂
蘭
盆
分
」
が
大
寺
特
有
の
財
源
で
あ
り
、
盂
蘭
盆
会
が
一
貫
し
て
在
京
仏
事
と
し
て
開
か
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
法
隆
寺

資
財
帳
に
は
「
盂
蘭
盆
分
」
が
一
切
無
い
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
当
該
財
源
は
既
に
そ
の
本
質
で
宮
な
い
し
京
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た

大
寺
の
な
か
で
も
、
在
京
大
寺
に
こ
そ
与
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
在
京
大
寺
が
別
格
に
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
続
日
本
紀
』
大
宝

三
年
（
七
〇
三
）
二
月
癸
卯
条
「
四
大
寺
及
四
天
王
山
田
等
卅
三
寺
」、
同
天
平
八
年
七
月
辛
卯
条
「
都
下
四
大
寺
」、
同
天
平
宝
字
四
年
五
月

丁
未
条
「
於
㆓

京
内
六
大
寺
㆒

誦
経
」
な
ど
の
表
現
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
同
天
平
十
七
年
五
月
辛
酉
条
で
「
請
㆓

集
四
大
寺
衆
僧
㆒、

問
㆘

以
㆓

何
処
㆒

為
院京
。」
と
遷
都
の
事
が
問
わ
れ
る
の
も
四
大
寺
が
在
京
大
寺
で
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
既
に
官
印
を
授
か
る
「
十

二
大
寺
」
の
括
り
が
あ
っ
た
延
暦
十
四
年
（
七
九
五
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
遣
㆓

使
七
大
寺
㆒

検
㆓

校
常
住
見
僧
尼
㆒

」
と
一
層
限
定
的
な
編
成
が

み
え
る
の
も
在
京
大
寺
の
特
権
性
故
だ
ろ
う
。
更
に
は
職
員
令
玄
蕃
寮
条
の
「
供
斎
」
に
つ
い
て
、「
七
大
寺
及
宮
内
並
知
也
」
と
す
る
『
令

義
解
』
の
解
釈
が
、
先
行
各
説
の
な
か
で
も
特
に
令
釈
の
「
宮
内
并
在
京
礼
仏
」
に
類
似
す
る
点
に
も
、
在
京
大
寺
の
編
成
を
示
し
た
「
七
大

寺
」
の
本
来
の
用
法
が
窺
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
に
よ
っ
て
こ
そ
「
盂
蘭
盆
分
」
施
入
に
与
る
特
権
的
な
盂
蘭
盆
会
は
組
織

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2　

「
七
箇
大
寺
盂
蘭
盆
料
」
─
─
在
京
大
寺
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
「
供
養
」
─
─

　

対
し
て
奈
良
時
代
の
盂
蘭
盆
会
の
「
供
養
」
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
五
年
七
月
庚
午
条
に
「
始
令
㆔

大
膳
職
備
㆓

盂
蘭
盆
供
養
㆒。」

と
あ
る
が
対
象
寺
院
は
知
ら
れ
ず
、
僅
か
に
弘
仁
・
延
喜
両
式
に
よ
っ
て
平
安
時
代
に
は
東
寺
・
西
寺
・
佐
比
寺
・
八
坂
寺
・
野
寺
・
出
雲

寺
・
聖
神
寺
の
計
七
寺
に
送
付
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
黒
須
利
夫
が
、
こ
の
七
の
数
字
を
桓
武
朝
の

㉗

㉘

㉙

㉚
㉛

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱
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正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
援
用
さ
れ
た
天
子
七
廟
説
に
由
来
す
る
と
解
釈
し
た
が
、
盂
蘭
盆
会
を
祖
先
祭
祀
と
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
採
り
難
く
、
単
に
七
大
寺
以
来
の
数
字
の
可
能
性
も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、『
延
喜
式
』
で
は
基
本
的
に
「
七
寺
盂
蘭
盆
供
養
料
」「
七
寺
盂
蘭
盆
料
」「
七
寺
七
月
十
五
日
盂
蘭
盆
料
」
な

ど
と
対
象
寺
院
が
「
七
寺
」
と
表
現
さ
れ
る
一
方
で
、
主
殿
寮
式
11
で
は
「
七
箇
大
寺
盂
蘭
盆
料
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
類
似
表
現

に
同
宮
内
省
30
「
七
箇
寺
盂
蘭
盆
供
物
」
も
あ
る
が
、
主
殿
寮
式
の
場
合
は
「
大
寺
」
と
書
く
の
が
見
過
ご
せ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
但
し
、

「
七
箇
大
寺
」
と
は
言
い
つ
つ
も
、『
延
喜
式
』
で
他
に
規
定
さ
れ
る
諸
大
寺
と
は
東
西
二
寺
し
か
共
通
し
な
い
点
、
こ
の
呼
称
が
先
の
七
寺

自
体
か
ら
導
か
れ
る
と
は
考
え
難
く
、
由
来
を
別
に
想
定
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
六
国
史
で
も
、
平
安
時
代
の
「
七
寺
」
と
「
七
大
寺
」
は
明

確
に
区
別
さ
れ
、
前
者
は
長
岡
・
平
安
京
時
代
に
は
在
京
・
近
京
の
寺
院
か
ら
都
度
選
ば
れ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
元
興
寺
・
大
安
寺
・
薬

師
寺
・
興
福
寺
・
東
大
寺
・
西
大
寺
・
法
隆
寺
を
指
し
て
お
り
、
や
は
り
「
大
寺
」
は
安
易
に
敷
衍
で
き
な
い
特
権
的
寺
格
だ
っ
た
。

　

由
来
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
の
は
、『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮
38
の
任
僧
綱
儀
の
僧
員
規
定
で
あ
る
。
な
か
で
も
貞
観
年
間
編
纂
の
『
儀

式
』
巻
八
任
僧
綱
儀
で
は
「
僧
綱
請
㆓

集
東
西
両
寺
入
位
已
上
僧
於
綱
所
㆒。」
と
す
る
参
加
僧
の
範
囲
を
、
当
該
条
文
で
は
「
僧
綱
請
㆓

集
在
京

大
寺
入
位
已
上
僧
於
綱
所
㆒。」
と
し
て
い
る
こ
と
が
肝
心
で
、
当
時
の
「
在
京
大
寺
」
が
「
東
西
両
寺
」
の
み
で
あ
る
の
は
自
明
な
が
ら
も
一

見
範
囲
の
広
く
思
わ
れ
る
表
現
を
敢
え
て
と
る
点
、『
令
集
解
』
僧
尼
令
14
任
僧
綱
条
令
釈
所
引
大
宝
二
年
太
政
官
処
分
に
見
え
る
「
在
京
諸

寺
僧
請
㆓

集
薬
師
寺
㆒

」
以
来
の
表
現
が
残
存
し
た
と
思
し
い
。
つ
ま
り
、『
延
喜
式
』
に
は
飛
鳥
奈
良
時
代
に
遡
り
う
る
表
現
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
敷
衍
し
つ
つ
、
更
に
長
岡
京
に
は
大
寺
が
無
く
、
大
膳
職
盆
供
の
創
始
が
天
平
年
間
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
れ

ば
、「
七
箇
大
寺
」
と
い
う
語
は
奈
良
時
代
か
ら
の
呼
称
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、「
七
箇
大
寺
」
は
他
の
「
七
寺
」
と
違
い
例
外
的
に
構

成
寺
院
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、
既
に
盆
供
対
象
と
し
て
動
か
し
難
い
寺
格
が
組
織
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
平
安
時
代
の
「
七
箇
大
寺
」
は
在
京
・
近
京
寺
院
だ
っ
た
こ
と
が
古
瀬
奈
津
子
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

平
安
京
内
唯
二
つ
の
大
寺
た
る
東
西
二
寺
を
含
む
こ
と
も
思
え
ば
、
奈
良
時
代
の
「
七
箇
大
寺
」
も
平
城
京
内
大
寺
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

㊲
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こ
と
は
盆
供
を
用
意
す
る
官
司
が
大
膳
職
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
一
層
納
得
さ
れ
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
当
時
の
大
膳
職
は
供
御

物
の
管
理
を
担
っ
て
お
り
、
王
権
主
体
の
盆
供
を
用
意
す
る
官
司
と
し
て
先
ず
適
当
な
わ
け
だ
が
、
よ
り
広
く
官
司
「
職
」
の
性
格
を
考
え
て

み
る
と
、
特
に
西
京
設
置
に
際
し
て
河
内
国
が
職
に
転
じ
る
点
に
顕
著
な
よ
う
に
、
官
司
「
職
」
は
宮
都
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
点
、
大
膳
「
職
」
が
用
意
す
る
盆
供
で
あ
れ
ば
、
大
寺
の
中
で
も
在
京
大
寺
こ
そ
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
、
奈
良
時
代
の
「
七
箇
大

寺
」
は
在
京
七
大
寺
で
あ
る
元
興
寺
・
大
安
寺
・
薬
師
寺
・
興
福
寺
・
東
大
寺
・
法
華
寺
・
西
大
寺
と
な
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
東
大
寺
以
下
の

諸
寺
は
天
平
五
年
当
時
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
最
初
期
の
大
膳
職
盆
供
は
四
大
寺
を
対
象
と
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
の
在
京
大
寺
の
盂
蘭
盆
会
は
、「
供
養
」
に
お
い
て
も
王
権
か
ら
優
遇
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
大
膳
職
盆
供
が

始
ま
る
天
平
五
年
は
平
城
京
遷
都
か
ら
二
十
年
以
上
も
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
寺
の
造
営
状
況
も
考
慮
す
る
べ
き
だ
が
、
開
始
の
直
接
の
要

因
に
は
同
年
の
県
犬
養
三
千
代
の
逝
去
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
正
月
に
亡
く
な
っ
た
三
千
代
追
善
の
た
め
、
娘
の
光
明
皇
后
は
同
月
中
に

も
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
に
着
手
し
て
お
り
、
そ
の
願
意
は
『
興
福
寺
流
記
』
所
引
「
宝
字
記
」
に
「
永
言
㆓

追
孝
㆒、
欲
㆑

報
㆓

罔
極
㆒。」
と
あ
り
、

【
史
料
⑦
】
に
も
あ
っ
た
「
罔
極
」
に
言
及
す
る
通
り
盂
蘭
盆
経
説
と
親
和
的
だ
っ
た
。
更
に
は
、
国
分
寺
建
立
の
願
文
に
不
比
等
・
三
千
代

追
善
を
盛
り
込
む
ほ
ど
の
こ
の
夫
妻
へ
の
国
家
的
顕
彰
ぶ
り
を
思
え
ば
、
不
比
等
逝
去
時
の
「
始
置
㆓

養
民
、
造
器
、
及
造
興
福
寺
仏
殿
三

司
㆒。」
と
い
う
特
別
待
遇
に
類
し
た
処
置
を
三
千
代
に
対
し
て
も
想
定
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
状
況
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
興
福
寺
を
含
む
四

大
寺
に
国
庫
か
ら
盆
供
を
送
付
す
る
こ
と
は
、
光
明
皇
后
の
と
り
う
る
亡
母
供
養
と
し
て
格
好
の
仏
事
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
膳
職
盆
供
は
三
千
代
追
善
と
い
う
光
明
皇
后
の
個
人
的
事
情
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
仁
・
桓

武
朝
以
降
の
平
安
時
代
に
も
通
じ
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
そ
の
理
由
は
前
節
を
踏
ま
え
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
大
膳
職

盆
供
の
在
り
方
が
継
承
さ
れ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
盂
蘭
盆
会
が
王
権
の
重
視
す
る
法
会
だ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
在
京
大
寺
の
盂

蘭
盆
会
は
特
に
王
権
の
庇
護
を
受
け
て
営
ま
れ
続
け
た
格
別
の
仏
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
下
資
財
帳
の
引
用
は
全
て
、
金
玄
耿
「
日
本
古
代
寺
院
資
財
帳
集
成
」（
菱

田
哲
郎
編
『
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書　

第
十
三
集　

古
代
寺
院
の
儀
礼
・

経
営
に
関
す
る
分
野
横
断
的
研
究
』、
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
、
二
〇

一
七
年
）
に
拠
る
。

堀
池
春
峰
「
華
厳
経
講
説
よ
り
見
た
良
弁
と
審
詳
」（
同
『
南
都
仏
教
史
の
研

究　

上　

東
大
寺
篇
』、
法
蔵
館
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
一
九
七
三
年
）。

上
原
真
人
「
如
意
を
持
つ
僧
─
寺
院
資
財
帳
に
見
る
布
薩
─
」（
栄
原
永
遠

男
・
佐
藤
信
・
吉
川
真
司
編
『
東
大
寺
の
新
研
究
1　

東
大
寺
の
美
術
と
考
古
』、

法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
）。

中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』（
序
註
⑩
前
掲
）
の
「
ふ
さ
つ
」
お
よ
び

「
は
ら
だ
い
も
く
し
ゃ
」
の
項
参
照
。

堀
池
春
峰
「
華
厳
経
講
説
よ
り
見
た
良
弁
と
審
詳
」（
第
三
章
註
②
前
掲
）。

天
平
感
宝
元
～
天
平
勝
宝
二
年
「
経
本
出
納
帳
」（『
大
日
古
』
一
〇
─
六
三

〇
）
の
「
七
月
十
五
日
講
」
や
天
平
勝
宝
四
年
七
月
十
日
「
東
大
寺
牒
」（
同
十

二
─
三
三
二
）
の
「
盂
蘭
盆
講
師
」
な
ど
が
直
接
的
に
天
平
勝
宝
年
間
に
お
け
る

東
大
寺
の
盂
蘭
盆
経
講
を
伝
え
る
。

「
交
易
」
の
語
で
修
飾
さ
れ
る
繊
維
品
に
つ
い
て
は
、
栄
原
永
遠
男
「
奈
良
時

代
の
流
通
経
済
」（
同
『
奈
良
時
代
流
通
経
済
史
の
研
究
』、
塙
書
房
、
一
九
九
二

年
、
初
出
一
九
七
二
年
）、
吉
川
真
司
「
常
布
と
調
庸
制
」（
同
『
律
令
体
制
史
研

究
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
参
照
。

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注
釈
と
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
に
拠
る
。

大
安
寺
資
財
帳
に
お
い
て
は
用
途
設
定
が
「
通
物
」
し
か
な
い
資
財
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
消
金
・
銀
墨
・
金
釙
・
水
銀
・
鉄
・
鍬
・
白
銅
漿
鉢
・
鉄
爐
・
銅
井

樽
・
鈴
・
白
緑
・
空
青
・
蠟
燭
・
捊
綱
・
衣
屏
・
垣
代
帳
・
鎧
・
縹
玉
・
又
縹
玉

で
あ
る
。
特
に
鍬
・
鎧
な
ど
仏
者
の
用
い
る
こ
と
の
な
い
財
物
に
設
定
さ
れ
る
点
、

三
宝
物
の
埒
外
に
あ
る
寺
財
物
を
一
括
に
把
握
す
る
範
疇
と
し
て
「
通
物
」
や

「
通
分
」
の
呼
称
は
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

菱
田
哲
郎
「
宝
菩
提
院
廃
寺
と
長
岡
寺
」（『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

書
』
六
四
─
二
、
二
〇
〇
五
年
）。

『
帝
説
』
に
つ
い
て
は
東
野
治
之
校
注
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
三
年
）
に
拠
る
。

な
お
、『
東
大
寺
要
録
』
巻
八
雑
事
章
所
収
「
安
居
縁
起
」
で
は
「
安
居
会
発

始
」
が
天
武
天
皇
九
年
（
六
八
〇
）
五
月
一
日
の
宮
中
お
よ
び
諸
寺
に
お
け
る
金

光
明
経
講
と
さ
れ
る
が
、
続
い
て
聖
武
天
皇
の
命
で
「
夏
安
居
令
㆑

講
㆓

最
勝
王

経
㆒

」
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
安
居
」
と
は
二
種
類
の
う
ち
護
国
経
典
を
主
に
講

じ
さ
せ
た
官
安
居
に
連
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
安
居
の
慣
習
自
体

を
天
武
朝
以
前
に
遡
ら
せ
て
も
問
題
な
い
。
ま
た
、
本
段
落
に
述
べ
た
法
隆
寺
の

講
経
儀
礼
が
安
居
講
経
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
新
川
登
亀
男
「
修
多
羅
衆
論
」

（
同
『
日
本
古
代
の
対
外
交
渉
と
仏
教
─
ア
ジ
ア
の
中
の
政
治
文
化
─
』、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）
が
太
子
講
経
の
か
か
る
四
月
十
五

日
と
い
う
日
付
や
後
述
の
元
慶
元
年
官
符
か
ら
既
に
そ
の
可
能
性
を
説
い
て
い
た

が
、
本
文
に
引
い
た
貞
観
二
年
官
符
に
よ
っ
て
確
言
で
き
る
と
考
え
た
た
め
、
敢

え
て
再
説
し
た
。

堀
裕
「
国
分
寺
と
国
分
尼
寺
の
完
成
─
聖
武
・
孝
謙
・
称
徳
と
安
居
─
」（『
国

史
談
話
会
雑
誌
』
五
六
、
二
〇
一
五
年
）。

『
類
聚
三
代
格
』
承
和
二
年
（
八
三
五
）
正
月
二
十
三
日
太
政
官
符
所
引
空
海

奏
状
。

『
類
聚
国
史
』
一
八
二
、
施
入
物
。

『
類
聚
国
史
』
一
七
八
、
安
居
。

塚
本
善
隆
「
唐
中
期
以
来
の
長
安
の
功
徳
使
」（
同
『
塚
本
善
隆
著
作
集　

第

三
巻　

中
国
中
世
仏
教
史
論
攷
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
五
年
、
初
出
一
九
三

三
年
）。
法
隆
寺
の
「
功
徳
分
」
の
他
に
も
、
例
え
ば
『
日
本
三
代
実
録
』
に
み

え
る
布
施
を
伴
う
「
修
功
徳
」（
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
十
一
月
二
十
九
日
・
同
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五
年
正
月
七
日
・
同
六
年
十
二
月
四
日
条
）
や
「（
修
）
転
念
功
徳
」（
貞
観
元
年

五
月
十
九
日
・
同
九
年
八
月
二
十
八
日
・
元
慶
五
年
正
月
七
日
・
仁
和
三
年
（
八

八
七
）
五
月
二
十
四
日
条
）
な
ど
は
単
に
修
善
を
言
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
さ
に

こ
う
し
た
「
功
徳
」
の
用
法
に
則
っ
た
例
で
あ
る
。
ま
た
、
僧
尼
令
12
不
得
輙
入

尼
寺
条
の
「
功
徳
」
を
『
令
集
解
』
所
引
古
記
・
令
釈
が
「
造
㆓

作
仏
経
㆒

之
類
」

と
理
解
す
る
の
も
類
例
だ
ろ
う
。

『
類
聚
三
代
格
』
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
三
月
二
十
六
日
太
政
官
符
所
引
宝
亀

十
一
年
（
七
八
〇
）
十
二
月
十
日
太
政
官
符
に
よ
れ
ば
「
東
大
寺
封
戸
五
千
戸
、

就
中
官
家
修
行
諸
仏
事
分
二
千
戸
、
宜
㆘

収
㆓

於
別
庫
㆒、
以
充
㆗

毎
年
安
居
・
国
忌

及
雑
斎
会
料
用
度
㆖。」
と
あ
り
、
大
同
三
年
符
で
は
「
官
家
修
功
徳
分
」
と
表
現

さ
れ
る
封
物
の
第
一
用
途
は
安
居
だ
っ
た
。
ま
た
、『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年

（
八
一
二
）
十
月
癸
丑
条
以
来
、
東
西
両
寺
に
収
め
ら
れ
た
官
家
功
徳
分
の
用
途

も
、『
延
喜
式
』
に
安
居
布
施
・
灯
油
料
・
国
忌
斎
会
座
料
（『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮

4
・
32
・
36
）
の
順
に
規
定
が
み
え
る
。

元
来
は
大
寺
の
檀
越
で
あ
る
為
政
者
の
施
物
を
中
核
と
し
よ
う
「
功
徳
分
」
も
、

東
大
寺
の
場
合
、
八
世
紀
後
半
に
は
民
衆
が
墾
田
や
家
地
の
形
で
施
入
し
う
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
（
天
平
宝
字
二
年
十
月
十
二
日
「
東
大
寺
功
徳
分
施
入
帳
」『
大

日
古
』
四
─
三
四
一
、
宝
亀
九
年
四
月
十
九
日
「
穂
積
真
乗
女
東
大
寺
功
徳
分
家

地
雑
物
寄
進
解
」
同
六
─
五
九
九
）。

東
大
寺
は
厳
密
に
言
え
ば
平
城
京
の
東
京
極
に
面
す
る
も
の
の
京
内
で
は
な
い
。

し
か
し
、
本
文
で
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
五
月
丁

未
条
に
は
「
京
内
六
大
寺
」
な
る
括
り
が
み
え
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
東
大
寺
建

立
以
後
は
当
時
の
五
大
寺
か
ら
代
わ
り
に
法
隆
寺
が
外
れ
た
（
宇
佐
美
正
利
「
古

代
に
お
け
る
寺
院
統
制
─
国
大
寺
制
の
成
立
を
中
心
と
し
て
─
」、
下
出
積
與
博

士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
』、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
八

年
）
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
京
内
」
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
る
も
の
の
、
五
大

寺
よ
り
も
一
つ
で
も
多
く
の
寺
を
含
み
う
る
当
該
「
六
大
寺
」
に
東
大
寺
が
含
ま

れ
な
い
と
は
考
え
難
い
の
で
、
京
外
の
東
大
寺
も
在
京
大
寺
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

智
光
に
つ
い
て
は
、
根
本
誠
二
「
行
基
と
智
光
」（
下
出
積
與
編
『
日
本
古
代

の
人
と
文
化
』、
高
科
書
店
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

疏
、
な
か
で
も
義
疏
と
講
経
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
牟
潤
孫
「
論
儒
釈
両
家

之
講
経
与
義
疏
」（
同
『
注
史
斎
叢
稿
』、
中
華
書
局
出
版
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

但
し
、
疏
全
て
が
講
義
録
と
は
言
え
な
い
（
王
孫
涵
之
「
義
疏
概
念
の
形
成
と
確

立
」、『
東
方
学
報
京
都
』
九
七
、
二
〇
二
二
年
）。

天
平
勝
宝
四
年
七
月
十
日
「
東
大
寺
牒
」（『
大
日
古
』
十
二
─
三
三
二
）。
経

典
の
引
用
関
係
は
、
岡
部
和
雄
「
敦
煌
本
「
盂
蘭
盆
経
讃
述
」
の
性
格
」（
第
二

章
註
⑧
前
掲
）
参
照
。

天
平
宝
字
七
年
七
月
十
二
日
「
奉
写
御
執
経
所
請
経
文
」（『
大
日
古
』
五
─
四

五
一
）。

栄
原
永
遠
男
「
図
書
寮
経
の
構
成
と
展
開
」（
同
『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』、

塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）。

天
平
十
四
～
天
平
勝
宝
二
年
「
納
櫃
本
経
検
定
并
出
入
帳
」（『
大
日
古
』
二
四

─
一
八
〇
）。
内
田
敦
士
「
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
灌
仏
会
・
盂
蘭
盆
会
関
係
経

典
」（
序
註
⑧
前
掲
）
も
、
当
該
事
例
と
先
の
法
華
寺
の
事
例
と
が
盂
蘭
盆
会
と

関
係
す
る
可
能
性
は
高
い
と
し
て
い
る
。
な
お
、「
新
京
」
の
語
は
『
続
日
本

紀
』
天
平
十
七
年
正
月
己
未
朔
条
に
み
え
る
。

『
本
朝
月
令
』
四
月
八
日
灌
仏
、
執
柄
家
年
中
行
事
四
月
八
日
弾
正
検
察
東
西

寺
事
（
塙
保
己
一
編
『
群
書
類
従
・
第
六
輯
〈
律
令
部
／
公
事
部
〉』
訂
正
三
版
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
三
年
に
拠
る
）。「
京
中
諸
寺
」
と
は
『
続
日
本

紀
』
延
暦
九
年
九
月
丙
寅
条
「
京
下
七
寺
」
な
ど
だ
ろ
う
。

長
岡
京
域
内
で
湯
屋
遺
構
も
検
出
さ
れ
た
宝
菩
提
院
廃
寺
か
ら
は
「
大
膳
供

養
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
（
清
水
み
き
「
食
料
供
給
官
司
名

を
記
す
墨
書
土
器
に
関
す
る
一
考
察
」、『
京
都
考
古
』
五
九
、
一
九
九
一
年
）。

『
延
喜
式
』
大
膳
職
下
の
仏
事
の
う
ち
奈
良
時
代
に
遡
る
も
の
が
盂
蘭
盆
会
・
大
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安
寺
大
般
若
経
会
・
仁
王
会
・
御
斎
会
し
か
な
く
、
し
か
も
後
二
つ
は
宮
中
仏
事

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
臨
時
の
在
京
設
斎
の
た
め
の
「
供
養
」
の
可
能
性

も
捨
て
き
ら
な
い
方
が
よ
い
と
も
思
う
が
、
大
膳
職
盆
供
に
関
す
る
遺
物
の
可
能

性
は
高
い
。

「
凡
東
西
二
寺
斎
会
日
、〈
四
月
八
日
。
七
月
十
五
日
。〉
忠
已
下
向
㆑

寺
糺
㆓

弾

非
違
㆒。〈
糺
㆓

衆
僧
及
男
女
禁
色
、
并
男
女
交
雑
之
類
㆒。〉」
云
々
と
更
に
具
体
的
な

規
定
が
あ
る
。「
男
女
交
雑
」
と
あ
る
点
、
両
日
斎
会
は
宗
密
の
盂
蘭
盆
会
同
様

に
一
般
民
衆
に
開
か
れ
た
仏
事
だ
っ
た
と
言
え
る
。

大
寺
と
宮
室
・
宮
都
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
井
真
孝
「
大
寺
制
の
成
立
と

背
景
」（
同
『
日
本
古
代
仏
教
制
度
史
の
研
究
』、
法
蔵
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出

一
九
七
〇
年
）、
竹
内
亮
「
大
寺
制
の
成
立
と
都
城
」（
同
『
日
本
古
代
の
寺
院
と

社
会
』、
塙
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
こ
の
関
係
は
、

平
安
京
遷
都
後
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
大
寺
に
列
し
た
の
が
、
唯
二
つ
の
平
安
京

内
寺
院
の
東
寺
・
西
寺
だ
っ
た
点
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
四
月
乙
未
条
。
こ
の
「
十
二
大
寺
」
は

同
宝
亀
二
年
八
月
己
卯
条
に
「
初
令
㆔

所
司
鋳
㆓

僧
綱
及
大
安
・
薬
師
・
東
大
・
興

福
・
新
薬
師
・
元
興
・
法
隆
・
弘
福
・
四
天
王
・
崇
福
・
法
華
・
西
隆
等
印
㆒。」

と
あ
る
十
二
寺
だ
ろ
う
（
宇
佐
美
正
利
「
古
代
に
お
け
る
寺
院
統
制
─
国
大
寺
制

の
成
立
を
中
心
と
し
て
─
」（
第
三
章
註
⑳
前
掲
）。
こ
の
点
、
在
京
尼
寺
の
法
華

寺
・
西
隆
寺
は
更
に
「
大
寺
」
で
あ
る
ら
し
い
。

『
類
聚
国
史
』
仏
道
七
、
諸
寺
、
延
暦
十
四
年
（
七
九
五
）
七
月
癸
未
条
。

実
際
、
こ
の
「
七
大
寺
」
に
つ
い
て
は
、
西
大
寺
を
お
い
て
法
隆
寺
が
含
ま
れ

る
と
は
考
え
難
く
、
ま
た
「
僧
尼
」
と
あ
っ
て
尼
寺
も
含
ま
れ
る
ら
し
い
点
で
言

え
ば
法
華
寺
が
候
補
だ
ろ
う
か
ら
（
吉
川
真
司
『
聖
武
天
皇
と
仏
都
平
城
京
』、

講
談
社
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
、
第
六
章
）、
法
隆
寺
の
入
る
余
地

は
無
く
、
い
ず
れ
も
在
京
大
寺
と
分
か
る
。

『
令
集
解
』
職
員
令
18
玄
蕃
寮
条
。
ち
な
み
に
古
記
に
は
「
供
斎
謂
礼
仏
也
」

と
あ
り
、
跡
記
に
は
「
供
斎
者
謂
㆓

大
寺
為
㆒

也
」
と
あ
る
。

『
小
野
宮
年
中
行
事
』
所
引
「
弘
仁
大
膳
式
」（『
群
書
類
従
・
第
六
輯
〈
律
令

部
／
公
事
部
〉』
第
三
章
註
㉗
前
掲
）、『
延
喜
式
』
大
膳
職
下
14
。

黒
須
利
夫
「
七
寺
・
七
廟
考
─
七
寺
盂
蘭
盆
会
の
成
立
─
」（
あ
た
ら
し
い
古

代
史
の
会
編
『
王
権
と
信
仰
の
古
代
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）。
但
し
、

黒
須
は
一
応
盂
蘭
盆
会
の
救
済
対
象
を
経
文
の
ま
ま
「
父
母
」
と
は
考
え
て
は
い

る
が
、「
七
世
父
母
」
が
何
者
か
は
言
及
せ
ず
、
中
林
隆
之
の
説
を
引
き
な
が
ら

そ
の
所
説
を
批
判
す
る
こ
と
も
な
い
。
そ
う
し
た
黒
須
が
論
拠
と
し
た
の
は
八
世

紀
後
半
の
唐
の
代
宗
の
盂
蘭
盆
行
事
と
同
時
に
「
高
祖
七
廟
神
座
」（『
大
宋
僧
史

略
』
巻
中
）・「
高
祖
下
七
廟
神
座
」（『
仏
祖
統
紀
』
巻
五
一
）
が
設
け
ら
れ
た
こ

と
だ
っ
た
。
し
か
し
、『
旧
唐
書
』
王
縉
伝
に
よ
れ
ば
、「
代
宗
七
月
望
日
於
㆓

内

道
場
㆒

造
㆓

盂
蘭
盆
㆒、
飾
以
㆓

金
翠
㆒、
所
㆑

費
百
万
。
又
設
㆓

高
祖
已
下
七
聖
神
座
㆒、

備
㆓

幡
節
・
龍
傘
・
衣
裳
之
制
㆒、
各
書
㆓

尊
号
于
幡
上
㆒、
以
識
㆑

之
。
舁
㆓

出
內
㆒、

陳
㆓

於
寺
観
㆒。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
盂
蘭
盆
」
と
「
高
祖
已
下
七
聖
神
座
」
と
は

「
又
」
の
字
で
一
旦
区
切
ら
れ
、
最
後
に
両
者
を
「
陳
於
寺
観
」
と
あ
れ
ば
、
仏

教
的
供
物
の
前
者
は
寺
院
に
送
ら
れ
、
対
す
る
後
者
は
道
観
に
陳
列
さ
れ
た
と
理

解
で
き
る
。
よ
っ
て
、
同
日
の
設
営
と
は
い
え
、
七
廟
説
的
神
座
は
盂
蘭
盆
行
事

で
は
な
く
道
教
行
事
の
中
元
節
向
け
に
造
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
盂
蘭
盆
会
と
祖
先

信
仰
と
の
繋
が
り
を
示
し
は
し
な
い
（
以
上
の
史
料
の
出
典
に
つ
い
て
は
第
一
章

註
⑬
参
照
）。
な
お
、
盂
蘭
盆
行
事
の
利
益
を
祖
先
救
済
と
解
す
る
も
の
の
、
中

元
そ
れ
自
体
や
盂
蘭
盆
行
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
村
巧
「「
盂
蘭
盆
」
と

「
中
元
」」（
吉
川
忠
夫
編
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告　

唐
代
の
宗

教
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

順
に
『
延
喜
式
』
大
膳
職
下
14
、
大
炊
寮
22
、
内
膳
司
12
。

『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮
4
の
「
十
五
大
寺
」
は
東
大
寺
・
興
福
寺
・
元
興
寺
・
大

安
寺
・
薬
師
寺
・
西
大
寺
・
法
隆
寺
・
新
薬
師
寺
・
本
元
興
寺
・
唐
招
提
寺
・
東

寺
・
西
寺
・
四
天
王
寺
・
崇
福
寺
・
弘
福
寺
。
同
6
の
「
諸
大
寺
」
は
先
の
十
五

㉙㉚㉛㉜㉝㉞
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大
寺
に
法
華
寺
・
梵
釈
寺
が
加
わ
る
。
但
し
、
野
寺
に
つ
い
て
は
、
長
岡
・
平
安

遷
都
と
連
動
し
て
移
建
さ
れ
、
ま
た
東
西
両
寺
の
完
成
以
前
に
は
桓
武
国
忌
が
行

わ
れ
、
僧
綱
所
も
置
か
れ
て
お
り
、
更
に
は
内
廷
諸
司
か
ら
の
料
物
送
付
に
与
る

こ
と
が
『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
（
こ
の
点
は
聖
神
寺
も
同
様
）
な
ど
、
特
に

桓
武
・
嵯
峨
朝
で
は
平
安
京
の
大
寺
格
だ
っ
た
（
西
本
昌
弘
「
平
安
京
野
寺
（
常

住
寺
）
の
諸
問
題
」、
同
『
平
安
前
期
の
政
変
と
皇
位
継
承
』、
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
二
二
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）。

土
橋
誠
「
六
国
史
に
見
え
る
七
寺
に
つ
い
て
─
七
大
寺
・
京
下
七
寺
・
都
下
七

寺
・
七
箇
寺
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
』
三
、
京
都
府
埋
蔵

文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
）。

青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大

系　

続
日
本
紀　

一
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
の
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）

十
二
月
丁
巳
条
補
註
。

『
改
訂
増
補
故
実
叢
書
31　

内
裏
儀
式
・
内
裏
儀
式
疑
義
弁
・
内
裏
式
・
儀

式
・
北
山
抄
』（
明
治
図
書
出
版
、
一
九
九
三
年
）
に
拠
る
。

早
川
庄
八
「
任
僧
綱
儀
と
任
僧
綱
告
牒
」（
同
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』、

岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
は
、「
在
京
大
寺
」
よ
り
「
東

西
大
寺
」
は
範
囲
が
狭
い
と
い
う
が
、
平
安
時
代
当
時
は
同
一
範
囲
と
す
る
べ
き

で
あ
る
。

佐
藤
泰
弘
「
桓
武
朝
の
復
古
と
革
新
」（『
年
報
都
城
』
十
二
、
二
〇
〇
〇
年
）。

な
お
、
当
該
論
文
に
お
い
て
も
、
論
拠
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
の
大

膳
職
盆
供
は
南
都
諸
大
寺
に
送
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
年
十
一
月
庚
午
条
に
「
始
以
㆓

赤
幡
㆒、
班
㆓

給
大
蔵
内

蔵
大
膳
大
炊
造
酒
主
醤
等
司
㆒。
供
御
物
前
建
以
為
㆑

標
。」
と
あ
り
、
運
送
時
の
供

御
物
の
標
識
と
な
る
赤
幡
が
大
膳
職
を
含
め
た
諸
司
に
配
ら
れ
て
い
た
（
吉
川
真

司
「
天
皇
と
赤
幡
」、『
萬
葉
集
研
究
』
三
〇
、
二
〇
〇
九
年
）。
し
か
し
、『
延
喜

式
』
時
点
で
供
御
の
雑
菜
果
実
を
用
意
し
た
内
膳
司
、
そ
し
て
八
世
紀
当
時
に
そ

の
役
割
を
担
っ
た
園
池
司
（
柳
澤
菜
々
「
古
代
の
園
と
供
御
蔬
菜
供
給
」（『
続
日

本
紀
研
究
』
三
八
九
、
二
〇
一
〇
年
）
に
は
赤
幡
が
配
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
職

員
令
に
よ
り
先
の
官
司
の
う
ち
唯
一
「
菓
」
が
そ
の
長
官
の
職
掌
に
規
定
さ
れ
る

大
膳
職
に
こ
そ
供
御
用
果
実
、
な
い
し
米
・
酒
・
醤
以
外
の
食
料
品
も
収
蔵
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
十
月
甲
子
条
。
こ
う
し
た
官
司

「
職
」
と
し
て
は
、
中
宮
職
、
大
膳
職
、
左
右
京
職
、
摂
津
職
、
四
等
官
構
成
の

同
じ
春
宮
坊
、
同
朱
鳥
元
年
正
月
乙
卯
条
の
「
兵
庫
職
」、『
続
日
本
紀
』
大
宝
元

年
七
月
戊
戌
条
の
造
宮
職
、
同
天
平
元
年
九
月
乙
卯
条
「
皇
后
宮
大
夫
」
に
よ
る

皇
后
宮
職
、
同
天
平
四
年
十
月
丁
亥
条
「
造
薬
師
寺
大
夫
」
に
よ
る
造
薬
師
寺
職
、

同
神
護
景
雲
元
年
三
月
己
巳
条
・
神
護
景
雲
三
年
七
月
乙
亥
条
「
法
王
宮
職
」、

『
類
聚
三
代
格
』
天
長
三
年
七
月
二
十
五
日
太
政
官
符
（
関
晃
監
修
・
熊
田
亮
介

校
注
解
説
『
狩
野
文
庫
本
類
聚
三
代
格
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
に
拠

る
）
に
よ
れ
ば
造
宮
職
の
職
掌
を
引
き
継
ぐ
形
で
木
工
寮
か
ら
独
立
し
た
と
い
う

修
理
職
な
ど
を
挙
げ
う
る
。
ま
た
、「
河
内
職
」
と
同
様
の
例
が
「
摂
津
職
」
で
、

そ
の
存
在
は
難
波
京
と
不
可
分
で
、
性
格
は
京
職
に
近
く
（
岸
俊
男
「
大
宰
府
と

都
城
制
」、
同
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一

九
八
三
年
）、『
令
集
解
』
職
員
令
18
玄
蕃
寮
条
穴
記
も
摂
津
職
を
「
在
京
諸
司
」

と
し
て
い
る
。

福
山
敏
男
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
」（
同
『
日
本
建
築

史
の
研
究
』、
桑
名
文
星
堂
、
一
九
四
三
年
、
初
出
一
九
三
三
年
）。

谷
本
啓
「『
興
福
寺
流
記
』
の
基
礎
的
考
察
」（『
鳳
翔
学
報
』
三
、
二
〇
〇
七

年
）
に
拠
る
。

「（
前
略
）
一
、
願
藤
原
氏
先
後
太
政
大
臣
、
及
皇
后
先
妣
従
一
位
橘
氏
大
夫
人

之
霊
識
、
恒
奉
㆓

先
帝
㆒

而
陪
㆓

遊
浄
土
㆒、
長
顧
㆓

後
代
㆒

而
常
衛
㆓

聖
朝
㆒

（
後
略
）」

（『
類
聚
三
代
格
』
天
平
十
三
年
二
月
十
四
日
勅
）

『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
十
月
丙
申
条
。
養
民
司
は
皇
后
な
い
し

㊴㊵㊶㊷㊸㊹
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皇
太
后
の
崩
御
に
伴
い
設
置
さ
れ
る
官
司
で
（
長
山
泰
孝
「
養
民
司
と
養
役
夫

司
」、『
続
日
本
紀
研
究
』
二
〇
〇
、
一
九
七
八
年
）、
不
比
等
逝
去
時
に
当
該
官

司
が
置
か
れ
た
の
は
、
不
比
等
以
来
、
藤
原
氏
が
天
皇
の
身
内
的
存
在
と
し
て
王

権
と
融
合
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
同
「
古
代
貴
族
の
終
焉
」、
同
『
古
代
国
家

と
王
権
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）。
こ
の
点
、
造
興

福
寺
仏
殿
司
も
不
比
等
生
前
の
功
に
よ
る
特
別
待
遇
と
考
え
ら
れ
、
大
寺
の
造
寺

司
に
准
じ
た
官
司
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

加
え
て
、『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
九
月
乙
卯
条
に
「
正
四
位
下
葛
城
王
為
㆓

左

大
弁
㆒。
正
四
位
下
大
伴
宿
禰
道
足
為
㆓

右
大
弁
㆒。
正
三
位
藤
原
朝
臣
房
前
為
㆓

中
務

卿
㆒。
従
四
位
下
小
野
朝
臣
牛
養
為
㆓

皇
后
宮
大
夫
㆒。
正
四
位
下
長
田
王
為
㆓

衛
門

督
㆒。」
と
あ
り
、
立
后
翌
月
の
皇
后
宮
職
長
官
初
任
命
と
共
に
、
物
の
出
納
・
宮

外
運
搬
に
関
わ
る
官
司
の
長
官
が
光
明
皇
后
の
縁
者
を
中
心
に
補
任
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
、
光
明
に
よ
る
大
膳
職
盆
供
開
始
の
前
提
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
弁

官
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』
太
政
官
104
・
大
膳
職
下
14
に
よ
れ
ば
、
七
月
十
五

日
に
専
当
の
弁
・
史
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
供
物
送
付
の
指
示
役
と
し
て
出
納
以

外
の
局
面
で
も
働
い
て
い
た
。
こ
の
仕
事
内
容
は
、
引
率
・
立
会
・
指
揮
と
い
う

天
武
朝
以
来
の
弁
官
の
役
割
で
あ
る
ア
ド
モ
ヒ
（
大
隅
清
陽
「
延
喜
式
か
ら
見
た

太
政
官
の
構
成
と
行
事
」、
同
『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）
に
合
致
す
る
か
ら
、
天
平
当
時
に
遡
る
だ
ろ

う
。

結　
　
　

語

　

論
証
が
煩
瑣
に
な
っ
た
の
で
改
め
て
結
論
を
整
理
す
る
と
、
そ
も
そ
も
盂
蘭
盆
会
と
は
、『
盂
蘭
盆
経
』
を
講
じ
る
法
会
で
あ
り
、
ま
た
、

過
去
世
の
両
親
に
も
養
育
の
恩
を
報
い
る
孝
の
仏
事
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
列
島
在
来
の
祖
先
観
念
と
は
異
質
な
の
で
あ
る
。
そ
の
史
的
展
開
と

し
て
は
、
ま
ず
斉
明
朝
に
お
い
て
盂
蘭
盆
経
講
が
王
権
主
体
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
始
ま
り
、
そ
の
た
め
に
推
古
朝
以
来
の
僧
尼
礼
遇
の
供
食

行
事
は
初
め
て
盂
蘭
盆
経
説
に
根
ざ
し
た
仏
事
に
転
じ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
斉
明
朝
は
日
本
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
起
源
で
あ
る
と
同
時
に
、

公
認
初
期
以
来
の
仏
教
儀
礼
発
展
史
に
お
い
て
も
画
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
斉
明
朝
以
後
、
盂
蘭
盆
会
は
主
に
王
権
の
膝
下
で
あ
る
宮
都

の
寺
院
で
営
ま
れ
、
と
り
わ
け
奈
良
時
代
の
在
京
大
寺
の
盂
蘭
盆
会
は
王
権
に
よ
る
資
財
や
供
物
の
優
遇
に
与
っ
て
い
た
。
従
来
、
盂
蘭
盆
会

は
、
氏
族
制
的
国
家
体
制
に
お
け
る
君
臣
の
結
節
点
と
し
て
主
に
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
ま
た
新
た
な
歴
史
像
や
論
点

を
提
示
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

但
し
、
本
稿
は
専
ら
盂
蘭
盆
会
の
検
討
に
終
始
し
た
の
で
、
最
後
に
行
論
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
視
座
を
二
点
ほ
ど
敷
衍
し
て
お
き
た
い
。
第

㊿
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一
に
、
仏
典
資
料
の
活
用
法
で
あ
る
。
飛
鳥
奈
良
時
代
に
お
い
て
仏
教
が
為
政
者
中
心
に
受
容
さ
れ
た
外
来
の
新
文
化
だ
っ
た
こ
と
は
、
本
稿

で
辿
っ
た
盂
蘭
盆
会
の
歴
史
に
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
当
該
時
代
の
仏
教
を
論
じ
る
に
は
、
日
本
史
独
自
の
議
論
に
位
置

付
け
る
の
み
な
ら
ず
、
仏
典
資
料
独
特
の
文
脈
に
ま
で
立
ち
返
っ
た
考
察
が
有
効
か
つ
必
要
と
な
る
。
第
二
に
、
財
政
史
上
の
仏
教
の
位
置
付

け
で
あ
る
。
仏
教
は
僧
尼
の
日
常
の
飲
食
か
ら
し
て
と
に
か
く
俗
人
社
会
の
出
費
を
要
す
る
存
在
だ
っ
た
。
加
え
て
、
飛
鳥
奈
良
時
代
は
律
令

国
家
形
成
期
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
言
え
ば
、
仏
事
の
財
源
な
い
し
仏
教
そ
れ
自
体
が
当
時
の
国
家
財
政
と
如
何
な
る
関
係
を
構
築

し
た
の
か
に
関
し
て
も
理
解
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
分
析
対
象
と
方
法
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
ま
ず
、
こ
う
し
た
本
来
の
盂
蘭
盆
会
が
現
代
に
も
通
じ
る
先
祖
供
養
の
盆
行
事
へ
と
何
時
・
如
何
に
変

容
し
た
の
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
本
稿
に
は
見
通
し
を
論
じ
る
用
意
も
無
い
が
、
転
機
を
考
え
る
上
で
は
、
九
世
紀
末
以
降
に
登
場
す
る

拝
盆
儀
礼
の
対
象
が
、
父
母
を
基
本
と
し
つ
つ
祖
父
母
・
夫
妻
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
の
古
瀬
奈
津
子
の
指
摘
が
重
要
だ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
、

な
ぜ
日
本
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
普
及
の
端
緒
が
斉
明
朝
に
あ
っ
た
の
か
、
何
時
・
誰
に
よ
っ
て
各
寺
の
「
盂
蘭
盆
分
」
は
施
入
さ
れ
た
の
か
、

如
何
に
し
て
天
平
五
年
以
前
の
大
寺
用
盆
供
は
調
達
さ
れ
た
の
か
等
々
、
基
本
的
な
問
題
が
幾
つ
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
盂
蘭
盆
会
の

更
な
る
史
的
布
置
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
古
代
仏
教
史
を
一
層
豊
か
に
考
え
る
足
掛
か
り
を
得
る
た
め
に
も
考
究
を
続
け
た
い
。

造
石
山
寺
所
が
「
蘭
盆
供
養
料
」
を
購
入
し
て
い
る
の
で
（
天
平
宝
字
六
年

「
造
石
山
院
所
銭
用
帳
」『
大
日
古
』
五
─
三
六
四
）、
大
寺
の
場
合
は
造
寺
司
が

調
達
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

①
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